


















































































 富山大学理学部の活動報告 2020 年度版をお届けいたします． 
 
 理学部は，1983 年度(昭和 58 年度)以来，教員の研究活動を「業績集」として公表し
てまいりました．2003 年度(平成 15 年度)までは，各々数年間分の業績をまとめ，第 1
号から第 6 号までの冊子体として刊行しておりましたが，2004 年度(平成 16 年度)から
は，理学部ホームページ上にまとめて掲載し，毎年度の業績を新規分として追加してま
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理学部（第１年次： 230，第３年次： 4） 








昭和18（1943）年  富山高等学校設立 
昭和24（1949）年  新制富山大学文理学部設置 
昭和52（1977）年  文理学部を改組し、理学部を設置 
昭和53（1978）年  大学院理学研究科修士課程設置 
平成10（1998）年  大学院理工学研究科博士前期課程・博士後期課程設置 
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  時間周波数領域における数理モデルの考察と数値解析（藤田景子, 上田肇一, 川部達哉） 
  コロンボの理論を用いた非線形波動方程式の解の特異性伝播に関する研究（出口英生） 
  多極子自由度を内包する土類新四元化合物 RTr2X2Al18 系の物質探索と新奇な極低温熱電特性の測定
系更新（桑井智彦） 
  カーボンナノチューブ中に包摂したカルコゲン鎖の構造・物性（池本弘之） 
  発光性金属錯体の合成および測定に関する環境整備（柘植清志）  
  二酸化炭素還元光錯体触媒の研究推進：合成実験環境の整備（大津英揮） 
  RNA 蛍光イメージャー装置の老朽化に伴う代替手法の開発支援（井川善也） 
  国際的研究拠点化を目指した魚類モデルによる生得的行動の脳制御機構に関する研究の継続的推進に
必要な機器類（ゲル撮影装置および電気泳動槽）の更新（松田恒平, 今野紀文, 中町智哉） 
  ウイルスベクターを用いた部位特異的遺伝子組換えによる睡眠覚醒神経回路の機能的マッピング（望
月貴年, 森岡絵里） 
  植物―昆⾍―共⽣細菌間相互作⽤研究における新規モデル⽣物の開発（𡈽𡈽田 努） 
  野生植物・薬用植物を対象とした植物細胞分類学的研究推進のための環境整備（佐藤杏子） 
  富山大学における国際宇宙ステーション「きぼう」日本実験棟を利用した宇宙植物学研究の推進 
（玉置大介, 唐原一郎, 蒲池浩之） 
  総合研究棟5階微量成分分析室 クリーンベンチの修繕（佐澤和人） 
  ヘリウム 同位体を用いた地球化学的研究に必要な質量分析装置の移設（鹿児島渉悟） 









2. Withコロナ時代に生き残る～地域に根差す大学の教育国際化推進事業（張 勁） 
3. 国際深海掘削計画（IODP）の研究推進（堀川恵司） 
4. 富山大学立山施設での研究教育環境の整備（島田 亙） 
5. KAGRAとの協力を活用した宇宙物理学の拠点形成（森脇喜紀, 山元一広, 小林かおり, 柿﨑 充, 廣島 渚, 
廣林茂樹, 長谷川昌也, 成行泰裕, Eun-Kyung Park） 
6. 分子変換技術を基軸とする光機能性素子の開発（林 直人, 岡田裕之, 柘植清志, 唐原一郎, 堀野良和, 大
津英揮, 岩村宗高, 松村茂祥, 吉野惇郎） 
7. COVID-19による産業活動停止時の越境大気汚染の環境影響評価（青木一真, 堀 雅裕） 
8. ひみラボにおけるウィズコロナ社会の中の教育・研究・普及啓発プログラムの開発（山崎裕治） 
9. 星大気中の CaH分子観測のための分光学的研究（小林かおり, 森脇喜紀） 
10. 「原初 RNA 生命体」を創発した局所環境・集積構造を探索するリボザイム人工進化（井川善也, 松村茂祥） 
11. オレキシンノックアウトマウスおよび昼行性ラットを用いた睡眠覚醒障害と季節性感情障害の解析（望月































 次に移設した粉末 X 線装置 XRD-6100において、新しい学生実験テーマを作成するため




















































国 使用したSNS 閲覧数 いいね数 共有/コメント数 




243 111 111 
ベトナム YouTube 119 5 5 
 
































• 2020年度日本地球化学会で口頭発表（野田ほか） 2020年 11月 19-21日 
• 2020年度日本地球環境史学会で口頭発表（野田ほか） 2020年 11月 26日 
• 2020 年度東京大学大気海洋研究所共同利用研究集会「微量元素・同位体を用いた海
洋生物地球化学研究の推進と新しい展開に向けて」で口頭発表 2021年3月 23-24日 
プロジェクト費用の使用内訳は以下のとおり． 
費目 使用額  
旅費 110,000 富山-京都（総合地球環境学研究所） 
分析機器利用負担金 180,000 MC-ICP-MS（総合地球環境学研究所） 
分析機器利用負担金 70,000 µXRFコアスキャナー（高知コアセンター） 
試薬類 140,000 高純度試薬，高純度Arガスなど 
合計 500,000  
 
  










































  Ambarish Pokhrel, Kimitaka Kawamura, Eri Tachibana, Bhagawati Kunwar, Kazuma Aoki:  
Alpine snowpit profiles of polar organic compounds from Mt. Tateyama central Japan: 
Atmospheric transport of organic pollutants with Asian dust, Atmospheric Environment, 244, 
117923, 2021, https://doi.org/10.1016/j.atmosenv.2020.117923. 
  Nakajima, T., Campanelli, M., Che, H., Estellés, V., Irie, H., Kim, S.-W., Kim, J., Liu, D., 
Nishizawa, T., Pandithurai, G., Soni, V. K., Thana, B., Tugjsurn, N.-U., Aoki, K., Hashimoto, 
M., Higurashi, A., Kazadzis, S., Khatri, P., Kouremeti, N., Kudo, R., Marenco, F., Momoi, M., 
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Ningombam, S. S., Ryder, C. L., and Uchiyama, A.: An overview and issues of the sky 
radiometer technology and SKYNET, Atmos. Meas. Tech., 13, 4195–4218, 2020, 
https://doi.org/10.5194/amt-13-4195-2020. 
  Momoi, M., Kudo, R., Aoki, K., Mori, T., Miura, K., Okamoto, H., Irie, H., Shoji, Y., Uchiyama, 
A., Ijima, O., Takano, M., and Nakajima, T.: Development of on-site self-calibration and retrieval 
methods for sky-radiometer observations of precipitable water vapor, Atmos. Meas. Tech., 13, 
2635–2658, https://doi.org/10.5194/amt-13-2635-2020, 2020. 
  南 銀河, 島田 亙、「氷河氷形成過程のその場観察 −水が介在した乾雪から氷河氷
への変態実験−」、雪氷北信越、40、p11-13、(2020). 
  鈴木歩空, 島田 亙, 飯田 肇、「雪えくぼの水平分布解析」、雪氷北信越、40、p14-15、
(2020). 
  青木一真：長期観測からわかるエアロゾルの光学的特性（東京理科大学総合研究院大
気科学研究部門第５回成果報告会、東京（オンライン）、2021年 3月 13日） 
  Aoki, K.: Study of influence of spatial and temporal variability of aerosol optical properties on in-
situ validation and climate change (Joint PI Workshop of Global Environment Observation 
Mission 2020: JAXA(オンライン), 2021.01.21) 
  鈴木歩空, 島田 亙, 竹内由香里, 勝島隆史、「十日町市で発生した雪えくぼの空間分布
解析」、2020年度日本雪氷学会全国大会、オンライン、2020年 11月 16 日 
  南 銀河, 島田 亙,「模擬積雪を用いた氷河氷形成過程のその場観察実験」、2020 年度
日本雪氷学会全国大会、オンライン、2020年 11月 18 日 
  その他報道（テレビ１件、ラジオ１件、新聞１件） 
  








山元一広(物理), 小林かおり(物理), 柿崎 充(物理), 廣林茂樹(工学部), 長谷川昌也(工学部), 
成行泰裕(人間発達科学部) , Eun-Kyung Park(国際機構) 
概要 
 
重力波検出プロジェクト KAGRA は,本年度 4月に初の国際共同観測 O3GKを行い, 2022
年に予定されている次の国際共同観測 04に向けて装置のアップグレードに取り組んでい


























 [A] 実験分野では， 
① 高出力レーザーの強度安定化の手法開発 





















































































































1. Ambarish Pokhrel, Kimitaka Kawamura, Eri Tachibana, Bhagawati Kunwar, 
Kazuma Aoki,:  Alpine snowpit profiles of polar organic compounds from Mt. 
Tateyama central Japan: Atmospheric transport of organic pollutants with 
Asian dust, Atmospheric Environment, 244, 117923, 2021, 
https://doi.org/10.1016/j.atmosenv.2020.117923. 
2. Nakajima, T., Campanelli, M., Che, H., Estellés, V., Irie, H., Kim, S.-W., 
Kim, J., Liu, D., Nishizawa, T., Pandithurai, G., Soni, V. K., Thana, B., 
Tugjsurn, N.-U., Aoki, K., Hashimoto, M., Higurashi, A., Kazadzis, S., 
Khatri, P., Kouremeti, N., Kudo, R., Marenco, F., Momoi, M., Ningombam, S. 
S., Ryder, C. L., and Uchiyama, A.: An overview and issues of the sky 
radiometer technology and SKYNET, Atmos. Meas. Tech., 13, 4195–4218, 2020, 
https://doi.org/10.5194/amt-13-4195-2020.（査読有）  
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3. Momoi, M., Kudo, R., Aoki, K., Mori, T., Miura, K., Okamoto, H., Irie, H., 
Shoji, Y., Uchiyama, A., Ijima, O., Takano, M., and Nakajima, T.: 
Development of on-site self-calibration and retrieval methods for sky-
radiometer observations of precipitable water vapor, Atmos. Meas. Tech., 






ü Aoki, K.,: Study of influence of spatial and temporal variability of 
aerosol optical properties on in-situ validation and climate change (Joint 
PI Workshop of Global Environment Observation Mission 2020: JAXA(オンラ
イン), 2021.01.21) 
ü 青木一真：海洋上のエアロゾルの光学的特性 MR21-01（Meeting for atmospheric 










































































































































で追跡する系も構築した。リボザイム RNA の合成と基質 RNA切断を一つの反応チュー
ブ中で同時に行い、異なる波長の蛍光を用いて同時モニタリングすることにも成功し
た。 

































































































いて検量線の傾きから、それぞれ 43 V/RIU、13 V/RIUであり、金ナノロッド粒子を修飾














0.8 V の電位を走引したところ，約 18.1 nm/V のLSPRピークのブルーシフトが確認でき
た。本センサーは既存の測定法では測定できなかった非水系溶媒の適用など，より幅広い
分野への展開が期待できる。 





































1. Ruiz-Gil, T., Acuña, J. J., Fujiyoshi, S., Tanaka, D., Noda, J., Maruyama, 
F., Jorquera, M. A✻. Airborne bacterial communities of outdoor environments 
and their associated influencing factors. Environ. Int., 145, 106156, 2020. 
2. Tanaka, D.✻, Fujiyoshi, S., Maruyama, F., Goto, M., Koyama, S., Kanatani, J., 
Isobe, J., Watahiki, M., Sakatoku, A., Kagaya, S., Nakamura, S. Size resolved 
characteristics of urban and suburban bacterial bioaerosols in Japan as 
assessed by 16S rRNA amplicon sequencing. Sci. Rep. 10, 12406, 2020. 
3. Sakatoku, A.✻, Ishikawa, M., Yamazaki, K., Nakamachi, T., Kamachi, H., 
Tanaka, D., Nakamura, S. Molecular Identification, Characterization, and 
Expression Analysis of a Metallothionein Gene from Septifer virgatus. Mar. 
Biotechnol. 22, 488-497, 2020. 
4. 田中仁志✻，西尾正輝，藤林恵，田中大祐. 湖沼におけるろ過浄化機能を有するイシガ
イ科二枚貝の定着化による環境再生保全. 用水と廃水, 62 (10), 64-70, 2020. 
（✻: Corresponding author） 
  











































日時：令和 2年 12月 21日(月)13:00－14:30 
講師：上田 潔 先生(東北大 名誉教授) 
演題：「X線自由電子レーザー利用研究の最先端」 
○化学分野 
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○生物圏科学分野 
日時：令和3年 1月 25日(月)13:00－14:00 




















2021年 1月 27日(水) 3-5限 (講師: 野崎) 
 ① デジタル信号の制御 
   LEDチカチカ 
 ② パルス幅変調(PWM)による出力のアナログ制御 
  ・LED調光 
  ・ロボットに用いられるサーボモーターの角度制御 
 ③ Time-of-Flight(ToF)による距離計測と Matplotlibを用いたグラフ描画 
  ・超音波センサーで距離測定 
 ④ シリアル通信の例 
  ・熱電対(クロメルーコンスタンタン)を使って温度計測 
  ・GPS情報の取得(時間があれば) 
 ⑤ CCDカメラからの画像取込みと画像処理の例 
  ・OpenCVを用いた画像処理 
さらに、修士・卒業論文作成で忙しい時期を避け 3 月中旬に、プログラミングの基礎、デ
ータ解析の基礎となる講座を Pythonや Excelで学ぶ下記の講座を開催した。 
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3/19(金) 3限 Raspberry Pi等を用いた実習成果発表会 
2名の学生が発表し質疑応答を行った。 
修士課程1年 山下堪太 「Pythonの機械学習を用いた画像の分類」 
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2.1.2 国際交流 
    (題目, 相手先名, 担当者名)  
数学科 
1. 病的函数を初期値とするHamilton-Jacobi flowの研究,   
Antonio Siconolfi (Sapienza Università di Roma, 准教授),    
藤田安啓 
2. コロンボの理論を用いた非線形波動方程式に対する初期値問題の研究,  




Balasubramanian Chidambara Thanupillai (Institute for Plasma Research, India),  
池本弘之 
2. マイクロ波を用いた分子のトラップの開発, 
Takamasa Momose (University of British Columbia), 
榎本勝成 
3. CaH分子の高分解能電子遷移, 
Stephen C. Ross (University of New Brunswick 教授), 
森脇喜紀, 小林かおり 
4. ギ酸メチルの遠赤外分光, 
Dennis W. Tokaryk (University of New Brunswick 教授), 
小林かおり 
5. 星間分子イオンのマイクロ波分光, 
Stephan Schlemmer (Universität zu Köln 教授), 
小林かおり 
6. エタノール分子のダイナミクスの光電子角度分光と第一原理量子化学計算, 
Fernando Martín (Univ. Mardir-IMDEA-Nano, Madrid, Spain 教授), 
畑田圭介 
7. EXAFS の相対論効果, 
Andrea Di Cicco (University of Camerino, Marche, Italy 教授), 
畑田圭介 
8. 量子化学計算と多重散乱理論の融合によるXANES計算, 
Thomas Kroll (SLAC-Stanford Univ. 研究員), 
畑田圭介 
9. URhIn5の磁性についてのバンド計算, 
Aleberto Marmodoro (Institute of Physics, Czech Academy of Sciences (FZU), Czech 研究員), 
畑田圭介 
10. 多重散乱行列の収束性, 
Didier Sebilleau, Kevin Dunseath (CNRS-Univ. Rennes 1, Rennes, France 研究員), 
畑田圭介 
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11. X線光電子分光のスリット様効果, 




Luc Jaeger (University of California, Santa Barbara (UCSB), USA 教授),  
井川善也 
2. 質量分析装置を用いたベンゾキノン２量化反応の検出, 
ノーマン・B・ロバーツ (リバプール大学, 英国 准教授), 
林 直人 
3. マイクロ流体システムを用いた実験進化系の構築, 
Andrew D. Griffiths (ESPCI Paris, Paris, France 教授), 
松村茂祥 
生物学科 
1. 国際研究ネットワーク(PISI-NET: Plant-Insect-Symbiont Interactions Research Network) の形
成, 
Jean-Christophe Simon, Akiko Sugio (INRA), Yannick Outreman (Agrocampus Ouest), 
Federica Calevro (INSA), David Giron (CNRS), Géraldine Dubreuil (Univ. Tours), Fbrice vavre 




King Mongkut’s Institute of Technology Ladkrabang (Thailand), 
土`田 努 
3. Functional analysis of PACAP using PACAP deficient mouse, 
Dr. Dora Reglodi (University of Pécs, Hungary) , 
中町智哉 
4. キゴキブリの分子生態学的研究, 




Alexander Steinbüchel (University of Münster, Germany), 
酒徳昭宏 
2. 一級品真珠形成率向上のための国際的ネットワークの構築, 
Qingheng Wang (Guangdong Ocean University, China) , 
酒徳昭宏 
3. IODP Exp.379南極アムンゼン海氷床縁辺掘削で探る西南極氷床ダイナミクス, 
岩井雅夫 (高知大学)，Ellen Cowan (Appalachian State University, UA), Christine S. Siddoway 
(Colorado College, USA), Li Wu (Tongji University), 
堀川恵司 
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4. 南米チリにおける大気汚染とバイオエアロゾルの統合解析による健康影響評価基盤の構築, 
Milko Jorquera (Universidad de La Frontera, Chile), 
田中大祐, 酒徳昭宏 
5. 泥炭火災による土壌有機物質の変性に関する調査研究, 
Yustiawati 他 (Lembaga Ilmu Pengetahuan: LIPI), 
倉光英樹, 佐澤和人 
6. 長周期ファイバーグレーディングを利用した新規センサーの開発, 
Faidz A. Rahman (Universiti Tunku Abdul Rahman), 
倉光英樹 
7. Arctic and Alpine Plant Ecology, 
Elizabeth J Cooper (UiT The Arctic University of Norway), 
和田直也 
8. Forest Resurce and Management, 





Meixun ZHAO (Ocean University of China・Key Laboratory of Theoretical and Applied Marine 
Chemistry of the Ministry of Education・Professor), 
張 勁 
10. International SKYNET Committee: International Atmospheric Radiation Network, 
skynet internatiol members, 
青木一真 
11. EMeRGe (Effect of Megacities on the Transport and Transformation of Pollutants on the Regional to Global 
Scales), 
J.P.Burrows (University of Bremen), EMeRGe members, 
青木一真 
12. Research on renewable energy by solar radiation, 
Robert Höller (University of Applied Sciences Upper Austria) , 
青木一真 
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2.1.3 北陸地域との連携研究・教育 






谷田博司 (富山県立大学 准教授), 
田山 孝 
2. 星間分子のマイクロ波分光, 
藤竹正晴 (金沢大学 准教授), 
小林かおり 
3. 星間分子のマイクロ波分光, 






三沢典彦, 竹村美保, 小栁 喬, 上田哲行, 弘中満太郎 (石川県大), 
土`田 努 
2. 過重力環境がマメ科薬用植物カワラケツメイの生長および二次代謝成分に与える影響, 
西内 巧 (金沢大・学際・遺伝子), 
唐原一郎 
3. 吸汁性害虫に関する学術交流, 













上田 宏, 沖野龍文 (北海道大学), 庄司隆行 (東海大学), 安東宏徳 (新潟大学), 鈴木信雄, 松原 創 
(金沢大学), 
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2.1.4 共同研究・共同教育 
    (題目, 相手先名, 担当者名)  
 
数学科 
1. 病的函数を初期値とするHamilton-Jacobi flowの研究,  




宮永崇史 (弘前大学 教授), 田渕雅夫 (名古屋大学 教授), 
池本弘之 
2. Yb!分子の分光, 
馬場正昭 (京都大学 名誉教授), 高橋義朗 (京都大学 教授), 高須洋介 (京都大学 准教授), 
榎本勝成 
3. 星間分子のマイクロ波分光, 
尾関博之 (東邦大学 教授), 
小林かおり 
4. 希土類化合物の精密物性測定, 
榊原俊郎 (東京大学 教授), 
田山 孝 
5. Sm化合物の新奇な秩序状態の研究, 
青木勇二 (首都東京大学 教授), 
田山 孝 
6. 充填スクッテルダイトの異常秩序状態の研究, 
菅原 仁 (神戸大学 教授), 
田山 孝 
7. 重い電子化合物における非従来型超伝導状態の研究, 
横山 淳 (茨城大学 准教授), 
田山 孝 
8. 共鳴X線散乱の理論, 
長尾辰哉 (群馬大学 教授), 
畑田圭介 
9. 時間分解XFELによる分子の光電子角度分光, 
上田 潔 (東北大学 教授), 山崎 薫 (理研 研究員), 
畑田圭介 
10. CASSCFによる多電子計算のXANESへの応用, 
中谷直輝 (都立大学 准教授), 
畑田圭介 
11. 金属ナノクラスターの構造解析, 
山添誠司 (都立大学 教授), 
畑田圭介 
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12. EXAFSの機械学習, 
岡島敏浩 (あいちシンクロトロン光センター 副所長), Fabi Iesari (Saga LS 研究員) 
畑田圭介 
13. ウラン金属間化合物の新物質合成とその物性, 
芳賀芳範 (日本原子力研究開発機構 主幹研究員), 
松本裕司 
14. 大型低温重力波望遠鏡(KAGRA)の低温懸架系の研究, 







1. RNA超ナノ構造体の構築とAFM観察に関する研究,  
遠藤政幸 (京都大学 准教授) , 杉山 弘 (京都大学 教授) ,  
井川善也 
2. リボザイムナノ構造に対するL7Aeタンパク質の添加効果, 
斎藤博英 (京都大学 教授),  
井川善也 
3. リボザイム酵素と核酸等温増幅法に対するポリアミンの添加効果,  


















飯田博一 (関東学院大学 准教授), 
林 直人 
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10. ラジカル分子からなるアモルファス固体の磁気的性質の解明, 
高橋一志 (神戸大学 准教授), 
林 直人 
11. カルコゲンアニソールのペニングイオン化電子分光, 










峰雪芳宣 (兵庫県大), 山内大輔 (兵庫県大), 橋本博文 (宇宙研),  
唐原一郎 
2. ヒメツリガネゴケ宇宙実験(スペース・モス),  
























塩田清二 (星薬科大学 教授), 




海谷啓之 (国立循環器病研究センター研究所 室長), 
中町智哉 
11. PACAPの免疫制御機構の解析, 
大滝博和 (昭和大学 准教授), 
中町智哉 
12. PACAPの摂食制御機構の解析, 
宮田篤郎 (鹿児島大学 教授), 
中町智哉 
13. シロアリのソシオゲノミクス, 
三浦 徹 (東京大 教授), 重信秀治 (基礎生物学研 教授), 林 良信 (慶應大 講師), 宮崎智史 (玉川




宮崎智史 (玉川大 准教授), 下地博之 (関西学院大 助教), 
前川清人 
15. 組換えウイルスベクターを用いたオレキシン神経特異的破壊と睡眠覚醒行動への影響, 










工藤 岳 (北海道大学 准教授), 
石井 博 
2. 半自然草原における送粉生態系構造の解析, 
丑丸 敦 (神戸大学 教授), 
石井 博 
3. カツオの移動履歴を解明する手法の開発,  
国立研究開発法人水産研究・教育機構, 国際水産研究所, 
太田民久 
4. 海霧由来の栄養塩が森林生態系に与える影響の解明,  
陀安一郎 (総合地球環境学研究所 教授), 
太田民久 
5. 草食動物のナトリウム獲得戦略に関する研究, 
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半谷吾郎 (京都大学 准教授), 
太田民久 
6. スギの地理変異が森林生態系に与える影響の解明, 
日浦 勉 (東京大学 教授), 
太田民久 
7. 両側回遊魚の遡上フェノロジーの多様性が河川生態系に与える影響,  
佐藤拓哉 (神戸大学 准教授), 
太田民久 
8. 長良川サツキマスの生活史推定, 
佐藤拓哉 (神戸大学 准教授), 岸 大弼 (岐阜県水産研究所), 
太田民久 
9. 森林土壌に含まれる鉛同位体比を用いた待機沈着負荷量の推定, 
浦川梨恵子 (アジア大気汚染センター 主任研究員), 佐瀬裕之 (アジア大気汚染センター 部長), 
柴田英昭 (北海道大学教授), 
太田民久 
10. 樹高 50mにもなるアキタスギの生理特性の解明, 





12. 宇宙におけるコケ植物の環境応答と宇宙利用（スペース・モス）,  
藤田知道 (北海道大), 久米 篤 (九州大), 唐原一郎 (富山大), 半場祐子 (京都工繊大) , 小野田雄介 
(京都大), 日渡裕二 (宮城大 ), 松田 修 (九州大), 西山智明 (金沢大), 坂田洋一 (東京農業大), 笠
原春夫 (JAXA), 鈴木智美 (JAXA), 島津 徹 (日本宇宙フォーラム), 
蒲池浩之 
13. 泥炭火災による土壌有機物質の変性に関する調査研究, 藏崎正明 (北海道大学 准教授), 齋藤 健 
(北海道大学 教授), 佐々木隆広 (北海道医療大学 助教), 
倉光英樹, 佐澤和人 
14. 磁性マイクロ粒子を用いたバイオセンシングに関する研究, 
菅原一晴 (前橋工科大学 教授), 
倉光英樹 
15. 地熱流体スケールセンサーの開発, 
岡崎琢也 (明治大学 助教), 
倉光英樹 
16. 富山湾河日域で選抜の有用微細藻を利用した商品化への検討, 
山本 緑 (株式会社大林組), 
酒徳昭宏, 中村省吾 
17. 真珠形成母貝アコヤガイ貝殻黒変に起因した真珠の品質低下を減らす研究,  
藤村卓也 (若狭大月真珠養殖株式会社), 一色 正 (三重大学), 
酒徳昭宏 
18. 環境に配慮した沿岸増養殖研究ネットワーク, 
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古丸 明 (三重大学), 遠藤晃平 (三重県水産研究所), 山川 紘 (東京海洋大学), 清水清三 (三重県
漁業共同組合連合会), 平井善正 (全国真珠養殖漁業連合会), 村瀬 昇 (水産大学校), 鹿野陽介 (山
口県水産研究センター), 北村裕司 (北村物産), 阿知波英明 (愛知県水産試験場), 海老久美子 (立
命館大学), 高島成剛 (公益財団法人名古屋産業振興公社プラズマ技術産業応用センター), 
酒徳昭宏 
19. 七尾湾におけるトラフグの産卵回遊メカニズムに関するプロジェクト研究, 





























28. 放射能環境動態・影響評価ネットワーク共同研究拠点「Quantification of the material transport 
between the Kuroshio and marginal seas using multiple tracers」, 
田副博文 (弘前大学 被ばく医療総合研究所), 
張 勁 
29. 愛媛大学共同利用・共同研究拠点「マルチトレーサーによる縁辺海－黒潮間の物質輸送の定量」,
郭 新宇 (愛媛大学沿岸環境科学研究センター), 
張 勁 















34. 大分県高島における外来齧歯類 2 種（クリハラリス・クマネズミ）の寄生虫および食性に関する
研究 , 
安田雅俊 (森林総合研究所九州支所 主任研究員), 
横畑泰志 
35. リモートセンシングを用いた森林資源量評価,  
露木 聡 (東京大学), 
和田直也 
36. ショウジョウバカマの整体遺伝学的分化に関する研究, 
工藤 岳 (北海道大学), 
和田直也 
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2.1.5 講演会・セミナー・集中講義 
 (講演題目, 講演会・セミナー・集中講義名, 講演者名, 担当者名, 期間) 本学学生を対象としたもの 
 
数学科 
1. 第1回数学科談話会,  
大学院理工学教育部数学専攻修士2年生8名 




佐藤亮介 (DESY 研究員), 
廣島 渚, 3月9日 
2. 固体中の「アクシオン」を用いた軽いボソン暗黒物質の直接探索,  
理論物理学セミナー , 
千草 颯 (UC Berkley 研究員), 
廣島 渚, 3月2日 
3. ヒッグス自己結合とスファレロン, 
理論物理学セミナー, 
田中正法 (大阪大学 D1), 
廣島 渚, 10月30日 
4. CP-violating Higgs model canceling the electric dipole moment, 
理論物理学セミナー , 
久保田充紀 (大阪大学 D3) , 
廣島 渚, 7月22日 
5. 光格子中の超低温原子：量子シミュレーションとその基礎物理への応用, 
日本物理学会北陸支部特別講演会, 
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2. 有機塩結晶を用いた化学の積木 “集合変換と機能制御”, 
化学教室セミナー, 
藤内謙光 (大阪大学大学院工学研究科応用化学専攻), 

















日  時 ： 令和2 年12 月9 日（水）13 時～14 時 
場  所 ： 学部長室 
発 表 者  
1.  数学科 教授 山根 宏之 
研修期間： 令和２年４月１日 ～ 令和２年９月３０日 
研究題目： 一般化された量子群とワイル亜群の研究 
研修場所： 富山大学 
  2.  物理学科 准教授 畑田 圭介 
   研修期間： 令和２年４月１日 ～ 令和２年９月３０日 
   研究題目： ナノ物性を研究するための理論手法開発 
   研修場所： 富山大学 
 
長期研修報告1 
報 告 者 数学科 教授 山根宏之 
















特記事項 研修期間中も M2 の学生と週 2 回のゼミを行った。コロナウイルスの影響で Line
でゼミを行った。私自身にも良い刺激になった。 
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長期研修報告2 
報 告 者 物理学科 准教授 畑田圭介 







の九州シンクロトロン光研究センターに出張し（7 月 2 日―6 日）、当研究室に所
属していた Iesari氏を訪ね、研究打ち合わせを行った。それ以外は富山大学に滞
在し、Zoom 等を用いてレンヌ第一大学（Rennes,フランス）の Didier Sébilleau
氏、東北大学の上田潔教授、山崎馨氏、マドリード自治大学（Madrid, スペイン）









(Polarization-Averaged Molecular-Frame Photoelectron Angular 
Distributions)スペクトルについて、申請者が開発した多重散乱理論の枠組みの
下で定式化を行い、新たな実験解析手法の提案を行った。当該の研究成果に関連し
て 2 報の論文を学術誌へ既に投稿し、その他に 1 報の論文の投稿準備を行った。
また、大学院生を指導し、オンライン開催された国内研究会（第 23 回 XAFS 討論
会、2020 年 9 月 9 日-11 日）において当該の研究成果に関する口頭発表を行わせ




ライン開催された国内研究会（分子科学会オンライン討論会、2020 年 9月 14日-
17日）において当該の研究成果に関する口頭発表を行わせた。 
その他 





富山大学理学部 Annual Report 202048
理学部を特徴付ける教育・研究
2.1.7 富山大学理学部・氷見市連携研究室における活動報告 





































年間入館者数：2020 年4,525 名（参考：2019年7009名、参考：2018年6598名、2017年6432名） 
 5．ホームページ運営 https://sites.google.com/site/himilab/ 





 5 月～   大阪高等学校・オンデマンド型オンライン実習、環境DNA 分析 
 8 月3 日～8 月5 日 氷見高校文理探究コース・DNA 実習 
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2.1.8 科学コミュニケーション 





































を作成・推敲する．2020 年度は受講生 6人が 2班に分かれて各班 1篇ずつ記事を作成し，Moodle に記
事検討用掲示板を設けて推敲しながら，元村講師のリモート添削授業と再提出による厳しい添削指導を
経てようやく記事が完成した． 
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2.1.9 キャリア支援教育 2020 



































10 ⽉14 ⽇  
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(資料2)令和2年度インターンシップ実習状況 
 企 業(団 体) 名 受入人数 実働日数 
1 株式会社北陸銀行 1 名 5 日間 
2 （株）ハイテックス 1 名 1 日間 
3 富山高等専門学校 1 名 2 日間 
4 富山労働局 1 名 5 日間 
5 株式会社ユニテ 1 名 3 日間 
6 タカノグループ 1 名 1 日間 
7 医療法人清水会 1 名 1 日間 
8 株式会社トヨタシステムズ 1 名 1 日間 
9 北銀ソフトウエア株式会社 2 名 1 日間 
10 ＡＷＳ株式会社 1 名 1 日間 
11 富山村田製作所 1 名 5 日間 
12 ナチュラルコンサルタント株式会社 1 名 1 日間 
13 新明和工業株式会社 1 名 1 日間 
14 朝日町役場 1 名 5 日間 
15 東亜薬品工業株式会社 1 名 1 日間 
16 ジャパンメディック株式会社 1 名 1 日間 
17 株式会社北日本新聞社 1 名 5 日間 
18 富山県西部森林組合 1 名 1 日間 
19 魚津水族館 3 名 5 日間 
20 メタウォーター株式会社 1 名 10 日間 
21 富山県環境科学センター 2 名 5 日間 
22 北陸コンピュータ・サービス株式会社 1 名 5 日間 
23 東亜薬品工業株式会社 2 名 1 日間 
24 株式会社スギヨ 1 名 1 日間 
25 株式会社えがお 1 名 1 日間 
26 株式会社フクシマガリレイ 1 名 1 日間 
27 株式会社エフアンドエム 1 名 1 日間 
28 トキタ種苗株式会社 1 名 1 日間 
29 アルスコンサルタンツ株式会社 1 名 2 日間 
 (注1)大学院 理工学教育部大学院生を含む． 
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2.1.10 サイエンスフェスティバル 2020  
理学部副学部長 柘植 清志 
 

















学生が企画した科学体験実験記事 約 45テーマ（公開期間） 10月1日(木) から11月 30日(月) 
 
サイエンスラボ                                        10月 3日(土) 10：00～11:00 
富山大学都市デザイン学部地球システム科学科佐野晋一先生 
「化石のひみつ」                         
 
サイエンスショー                                      10月 3日(土) 13：45～14:45   
 
サイエンスカフェ 
「あの人気お菓子の謎を化学で大解明！」             10月 3日(土) 11：15～12:15 
「発見 身近な科学！-霧吹きの噴射される秘密-」      10月 3日(土) 15：00～16:00 
入場者数： 
 サイエンスフェスティバル2020 （参加登録者数計） 88人 
 
サイエンスフェスティバル２０２０開催の様子 
サイエンスラボ                  サイエンスショー 
「化石のひみつ」                 配信の様子      
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2.1.11 高大連携事業 
広報委員会委員長 高大連携部会長 青木 一真 
理学部では，広報委員会 高大連携部会を中心として，下記の高大連携事業に取り組んでいる． 
 
1. 理学部への高校生およびPTAの来訪 (資料 1) 
2. 高校からの要請により教員が高校へ出向いて実施した進学説明会・模擬授業 (資料 2) 
3. 高等学校等からの要請により，教員が出向いて実施した出前講義 (資料 3) 
4. 富山県内の高等学校への課題研究指導 (資料 4) 
5. SSH運営指導委員会 (資料 5) 
6. 富山県高文連自然科学部研究発表会 (資料 6) 
7. 富山東高校運営評議員会 (資料 7） 
8. 北信越地区高等学校自然科学部研究発表会（資料 8） 
 
(資料1) 大学見学 実施状況 
 
No 所在地 高校名 実施日 実施時間 学年 参加者数 担当学科 担当者名 





































4 石川県 羽咋高校 9/23 10：15～10：45 ＰＴＡ ７人 生物圏 青木 








6 富山県 富山南高校 10/12 
9：30～10：00 学部説明 
10：15～11：15 模擬授業 
２年生 １６人 生物圏 青木 
7 富山県 桜井高校 10/16 11：00～11：30 ＰＴＡ １１人 生物圏 青木 
8 富山県 北部高校 10/19 10：15～10：45 １年生 ４０人 生物圏 青木 
9 岐阜県 吉城高校 10/22 10：15～11：15 １年生 １９人 生物圏 青木 
10 富山県 桜井高校 10/29 
9：30～10：00 学部説明 
10：15～11：15 模擬授業 
２年生 ９人 生物圏 青木 
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 (資料2) 進学説明会・模擬授業 実施状況 
No 所在地 高校名 実施日 実施時間 学年 参加者数 担当学科 担当者名 
1 富山県 上市高校 7/15 13：40～14：40 
１年生～ 
３年生 
１６人 生物圏 青木 
2 富山県 富山南高校 7/28 14：45～15：35 １年生 ４１人 生物圏 青木 














5 富山県 滑川高校 9/8 14：20～15：10 １・２年生 １５人 生物圏 青木 


















9 富山県 泊高校 12/8 9：50～10：40 ２年生 ５人 生物圏 青木 














12 富山県 八尾高校 12/18 
10：45～11：45 模擬授業 
11：55～12：20 学部説明  
１・２年生 １９人 数学 幸山 







14 富山県 北部高校 3/17 11：50～12：40 １年生 ２３人 生物圏 青木 
(資料3) 出前講義 実施状況 
No 所在地 高校名 実施日 実施時間 学年 参加者数 担当学科 担当者名 







2 愛知県 阿久比高校 11/5 13：15～15：05 ２年生 ８人 生物 唐原 
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(資料4) 課題研究 派遣教員 実施状況 
No 実施校(場所) 実施期日 派遣教員名 
1 高岡南高校 8月31日(月)、12月18日(金) 宮澤眞宏 
2 富山高校 
6月9日(火)、10月6日(火) 小林久壽雄 
6月9日(火)、9月29日(火) 中町智哉, 玉置大介 
6月16日(火)、9月29日(火) 吉田範夫 
6月30日(火)、9月29日(火) 木村 巌, 宮澤眞宏 
3 富山中部高校 
7月3日(金)、11月13日(金) 川部達哉 




5 氷見高校 6月23日(水)、9月15日(火) 山崎裕治 
6 富山東高校 
10月9日(金) 川部達哉, 宮澤眞宏, 玉置大介 












No 実施場所 実施期日 担当者名 





No 実施場所 実施期日 担当者名 
1 富山東高校 6月27日(土)、2月20日(土) 岩坪美兼 
(資料8）北信越地区高等学校自然科学部研究発表会 
No 実施場所 実施期日 担当者名 
1 
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2.1.12 受賞学生及び研究助成に採択された学生  
■令和２年度 理学部・理工学教育部修士課程(理学領域)学生表彰対象者 
1)理学部(学長表彰２名，学部長表彰18名) 
































数学専攻 物理学専攻 化学専攻 生物学専攻 地球科学専攻 生物圏環境科学専
攻 
冨岡 佳史 伊藤 真弥 桑原 大貴 村上 涼生 海野 奏 西村 日向子 
■2020 年度 TOEIC IPテスト 優秀者 
理学部１年生を対象(２年生以上は希望者)にTOEIC IPテストを実施した． 
その中で，特に優秀な成績を修めた学生を表彰した． 
前期(テスト実施：７月15日)  後期(テスト実施：12月16日) 
最優秀賞 川﨑 光 











































（得点差） 島田 一世 
 奨励賞 
（授業枠） 青木 蓮岳 
 (19名)   (20名) 
 

























































































■令和 2 年度学生受賞者 
1. 鵜嶋 涼（大学院理工学教育部修士課程 生物学専攻１年）, 
多種生物間相互作用研究の新モデル：マダラケシツブゾウムシSmicronyx madaranusの超入れ子型共
生系, 
日本進化学会第 22回大会, 優秀ポスター賞 
2. 森 裕紀（大学院理工学教育部修士課程 化学専攻 2年）, 
モジュール型リボザイムを基盤とした T-loop_PKモチーフ・アダプター配列の人工創製と機能解析, 
2020年度 日本化学会 北陸地区講演会と研究発表会, 優秀ポスター賞 
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2.1.13 理学部での英語教育 2020  


























第1 回(4 月15 日) TOEIC(R)英語力アップセミナーとガイダンス 
第2 回(4 月22 日) TOEIC(R)テストの目標点を設定およびテキストUnit1,Unit2 を学習 
第3 回(5 月13 日) テキスUnit3, Unit4 を学習 
第4 回(5 月20 日) テキストUnit5, Uni6 を学習 
第5 回(5 月27 日) テキストUnit7, Unit8 を学習 
第6 回(6 月3 日) テキストUnit9, Unit10 を学習 
第7 回(6 月10 日) 模擬テスト受験 
第8 回(6 月17 日) テキストUnit11,Unit12 を学習 
第9 回(6 月24 日) テキストUnit13,Unit14 を学習 
第10 回(7 月1 日) テキストUnit15, Unit16を学習 
第11 回(7 月8 日) テキストUnit17, Unit18を学習 
第12 回(7 月15 日)  TOEIC(R) L&R IP受験(@共通教育棟) 
（後期） 
第1 回(10 月7 日) TOEIC(R)英語力アップセミナーとガイダンス 
第2 回(10 月14 日) TOEIC(R)テストの目標点を設定，テキストUnit1,Unit2 を学習 
第3 回(10 月21 日) テキストUnit3,Unit4 を学習 
第4 回(10 月28 日) テキストUnit5, Unit6 を学習 
第5 回(11 月4 日) テキストUnit7,Unit8 を学習  
第6 回(11 月11 日) テキストUnit9, Unit10 を学習 
第7 回(11 月18 日) 模擬テスト受験 
第8 回(11 月25 日) テキストUnit11, Unit12を学習  
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教 授 菊池 万里 Masato Kikuchi  実解析学, 確率論 
教 授 古田 高士 Takashi Koda  微分幾何学 
教 授 永井 節夫 Setsuo Nagai  微分幾何学 
教 授 藤田 景子 Keiko Fujita  関数論, 解析汎関数論, 応用数学 
准教授 川部 達哉 Tatsuya Kawabe  幾何学, 変換群論 
准教授 木村  巌  Iwao Kimura  数論 
客員教授 阿部 幸隆 Yukitaka Abe  多変数関数論 
客員教授 菅谷  孝  Takasi Sugatani  可換環論 





Banach 関数空間, 殊に Lebesgue 空間, Orlicz 空間, Lorentz 空間などに代表される, 再配分不変性を持つ空
間におけるマルチンゲールの理論の研究を行っている．また, それらの実解析学への応用を研究している． 研究














関数論, 解析汎関数論, 応用数学(藤田) 
複素ユークリッド空間のコンパクト集合上の解析汎関数(超関数)やそのフーリエ像などの研究, 正則関数や調和












主な研究テーマは, 算術的な条件を満たす代数体の分布である．より正確には, 素数 ℓと代数体kをそれぞれ一
つ固定し, kの二次拡大体の中で, 類数が ℓで割り切れない, という性質を満たすものの「密度」を評価することで












環 R 上代数的な元 a に対して R[a] は R[x]/ker(x->a) と同型である． 




作用素系 (operator system) , 作用素空間 (operator space) の研究を, 筆者の導入した C*-envelope, triple 










教 授 上田 肇一 Keiichi Ueda  応用数学 
教 授 藤田 安啓 Yasuhiro Fujita  粘性解理論 
教 授 山根 宏之 Hiroyuki Yamane  表現論 
准教授 出口 英生 Hideo Deguchi  偏微分方程式論 
助 教 幸山 直人 Naoto Kouyama  整数論 
客員教授 池田 榮雄 Hideo Ikeda  応用数学, 非線形解析, 現象解析 
客員教授 小林久壽雄 Kusuo Kobayashi  確率論, 関数方程式論 









(１) 病的函数を初期値とする Hamilton-Jacobi 方程式の解の解析 
















いて, 一部ではあるが, 具体的に指数有限の部分群を構成し, 合同部分群であるか非合同部分群であるかを決定し
た． 
 












常微分方程式, 偏微分方程式, 関数微分方程式, 関数変数偏微分方程式の解の定性的理論, 特に振動理論
とよばれる解の零点に関する理論を研究している．また, 感染症の微分方程式とよばれる SIR モデル, 
SIRD モデル, SEIR モデルの exact solution, 及びその解の性質についての研究も行っている．更に, 
Abel の微分方程式も研究対象である． 




1. Mathematical mechanism of state-dependent phase resetting properties of alpha rhythm in the 
human brain(査読付), 
Ueda, K., Nishiura, Y. and Kitajo, K., 
Neuroscience Research , (2020) 
2. Stability of stationary points for one-dimensional Willmore energy with spatially heterogeneous 
term(査読付), 
Uesaka, M., Nakamura, K., Ueda, K. and Nagayama, M., 
Physica D, (2021) 
3. On the size of determinants in the class number formulae of cyclotomic function fields(査読付), 
Aoyama, D. and Kimura, I. 
一般社団法人日本応用数理学会 JSIAM Letters, (2020) 
4. Propagation of singularities for generalized solutions to nonlinear wave equations(査読付), 
Deguchi, H. and Oberguggenberger, M., 
Journal of Fixed Point Theory and Applications, 22, (3),1～17, (2020) 
5. Regular generalized solutions to semilinear wave equations(査読付), 
Deguchi, H. and Oberguggenberger, M., 
Monatshefte für Mathematik, 194, (1),67-84, (2021) 
6. A class of nowhere differentiable functions satisfying some concavity-type estimate(査読付), 
Fujita, Y., Hamamuki, N., Siconolfi, A. and Yamaguchi, N., 
Acta Mathematica Hungarica, 160, 343-359, (2020) 
7. All the generalized characteristics for the solution to a Hamilton--Jacobi equation with the initial 
data of the Takagi function(査読付), 
Fujita, Y., Hamamuki, N. and Yamaguchi, N., 
SN Partial Differential Equations and Applications Article 38, 20pages, (2020) 
8. New Sharp Gagliardo--Nirenberg--Sobolev Inequalities and an Improved Borell--Brascamp--Lieb 
Inequality(査読付), 
Bolley, F. , Cordero-Erausquin, D., Fujita, Y., Gentil, I. and Guillin, A., 
International Mathematics Research Notices, 3042-3083, (2020) 
9. Natural elements of center of generalized quantum groups(査読付), 
Batra, P. and Yamane, H. 
Contemp. Math, 751, 19-31, (2020) 
10. Typical irreducible characters of generalized quantum groups(査読付), 
Yamane, H., 




白澤夏樹, Dondogjamts Batbaatar, 上田肇一, 我妻広明, 
電子情報通信学会技術研究報告(NC研究会), 119,(382), 51-56, (2020) 
2. Hopf algebra twistiong for the generalized quantum groups with q_{ii}=-1 in a direct way, 
Yamane, H., 
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藤田安啓, 浜向 直, 山口範和, 
日本数学会2020年度秋季総合分科会函数方程式分科会  
3. 虚Abel関数体の相対類数の漸近挙動について, 





5. Bifurcation of a non-trivial traveling wave solution in a 3-component competition-diffusion system, 




1. 2017-2021, 基盤研究(C), 
マルチンゲールの諸性質が維持される関数空間の特徴付け, 
(代表者)菊池万里 
2. 2018-2020, 基盤研究(C), 
病的函数を初期値とするHamilton-Jacobi flowの研究, 
(代表者)藤田安啓 
3. 2019-2021, 基盤研究(C),  
ワイル亜群と一般化された量子群の表現論および関連するグラフ理論, 
(代表者)山根宏之 
4. 2019-2022, 基盤研究(C),  
３成分反応拡散系における余次元２の中心多様体縮約の深化, 
(代表者)池田榮雄 
5. 2020-2022, 基盤研究(C), 
コロンボの理論を用いた不連続な係数を持つ波動方程式に対する初期値問題の研究, 
(代表者)出口英生 









 上田肇一, 広島大学大学院 客員教授(非常勤講師)  
 川部達哉, 日本数学会 中部支部代議員(評議員)  
 川部達哉, 日本数学会 数学通信 常任編集委員  
 川部達哉, 富山県立富山中部高等学校 課題研究指導・助言者  
 川部達哉, 富山県立富山東高等学校 課題研究指導・助言者  
 菊池万里, 一般社団法人日本数学会 2020年度全国区 代議員 
 木村 巌 , 一般社団法人日本数学会 日本数学会情報システム運用委員会 委員 
 木村 巌 , 一般社団法人日本応用数理学会「数論アルゴリズムとその応用」研究部会 幹事 
 木村 巌 , 富山県教育委員会 とやま科学オリンピック作問アドバイザー  
 木村 巌 , 北陸数論セミナー世話人  
 木村 巌 , 京都大学数理解析研究所 RIMS共同研究(公開型)「代数的整数論とその周辺」研究代表者 
 木村 巌 , 富山県立富山高等学校 課題研究指導・助言者  
 永井節夫, 中央大学大学院理工学研究科集中講義 幾何学特別講義第二  
 藤田景子, 一般社団法人日本応用数理学会 代表会員  
 藤田景子, 日本応用数理学会ウェーブレット研究部会 幹事  
 藤田安啓, 放送大学学園 富山学習センター 非常勤講師(面接授業担当)  
 
■学内運営・学内活動 
 上田肇一, 広報委員会 委員 
 上田肇一, ハラスメント防止委員会 委員 
 上田肇一, 遺伝子組換え生物等使用実験安全管理委員会 委員 
 上田肇一, 理工学教育部修士課程専攻主任 
 上田肇一, 理工学教育部博士課程 数理・ヒューマンシステム科学専攻 専攻長 
 上田肇一, 理学部 自己点検評価委員会 委員 
 上田肇一, 理学部 広報委員会 副委員長 
 上田肇一, 理学部 広報委員会 情報・広報部会 部会長 
 川部達哉, 入学試験委員会電算処理専門委員会 委員 
 川部達哉, 理学部 将来計画ＷＧ 委員 
 川部達哉, 理学部 入試委員会 委員 
 菊池万里, 計画・評価委員会 委員 
 菊池万里, 教育研究評議会 評議員 
 菊池万里, 理学部 副学部長 
 菊池万里, 理学部 自己点検評価委員会 委員 
 菊池万里, 理学部 安全管理委員会 委員 
 菊池万里, 理学部 防火・防災対策専門委員会 委員 
 菊池万里, 教員業績評価委員会 委員 
 菊池万里, 経営改善TF 
 木村 巌 , 総合情報基盤センター運営委員会 委員 
 木村 巌 , 理学部 教務委員会 委員 
 木村 巌 , 理学部 教務委員会 教育改善部会 委員 
 木村 巌 , 理学部 ITセキュリティー管理者 
 幸山直人, 理学部 広報委員会 委員 
 幸山直人, 理学部 広報委員会 高大連携部会 委員 
 古田高士, 教育・学生支援機構 教育推進センター会議 委員 
 古田高士, 教育・学生支援機構 教育推進センター全学ＦＤ・教育評価専門会議 委員 
 古田高士, 教育・学生支援機構 教職支援センター会議 委員 
 古田高士, 理学部 教務委員会 委員長 
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 古田高士, 理学部 教務委員会 教育改善部会 部会長 
 古田高士, 理学部 教務委員会 教育実施部会 委員 
 古田高士, 理学部 自己点検評価委員会 委員 
 古田高士, 教育・学生支援機構 データサイエンス推進センター会議 委員 
 出口英生, 国際機構運営会議 外国人留学生奨学金等専門委員会 委員 
 出口英生, 理工学教育部修士課程理学領域部会教育委員会 委員 
 出口英生, 理学部活動報告2020編集ＷＧ 委員 
 出口英生, 理学部 国際交流委員会 委員 
 永井節夫, 教育・学生支援機構 就職・キャリア支援センター会議(インターンシップ支援専門会議) 
 永井節夫, 数学科長 
 永井節夫, 理学部 就職指導委員会 委員 
 永井節夫, 理学部 自己点検評価委員会 委員 
 永井節夫, 理学部 安全管理委員会 委員 
 永井節夫, 理学部 防火・防災対策専門委員会 委員 
 藤田安啓, 数学科 副学科長 
 藤田安啓, 理学部 学生生活委員会 委員 
 藤田景子, 保健管理センター運営委員会 委員 
 山根宏之, 理工学教育部修士課程専攻主任 
 山根宏之, 理工学教育部博士課程 数理・ヒューマンシステム科学専攻 専攻長 
 吉田範夫, 富山高等学校理数科学科課題研究講師      
 吉田範夫,  Member of the Editoial Board of International Journal of Advanced Mathematical 
Sciences     
 
■学士・修士・博士論文指導 
 学士 51名 
 修士 13名 
 博士  2名 
 
 







教 授   池本 弘之   Hiroyuki Ikemoto  構造不規則系 
教 授   桑井 智彦   Tomohiko Kuwai  低温,磁性物理 
准教授   田山  孝   Takashi Tayama  低温,磁性 
准教授   畑田 圭介   Keisuke Hatada  放射光分光理論 
助 教   松本 裕司   Yuji Matumoto  低温,磁性 








































教 授   小林 かおり  Kaori Kobayashi  分子分光学,マイクロ波分光,レーザー分光 
教 授   森脇 喜紀  Yoshiki Moriwaki  量子エレクトロニクス,レーザー分光学 
准教授   榎本 勝成  Katsunari Enomoto 分子分光学,原子分子物理学 
准教授   柿﨑 充  Mitsuru Kakizaki 理論物理学 (素粒子論,宇宙論) 
准教授   山元 一広  Kazuhiro Yamamoto 重力波天文学 
助 教   廣島  渚  Nagisa Hiroshima 理論物理学 (素粒子論,宇宙物理学) 
客員教授  久保 治輔  Jisuke Kubo  理論物理学 (素粒子論,宇宙論) 
客員教授  酒井 英男  Hideo Sakai        磁性物理 
協力研究室：教養教育院 
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 山元一広, KAGRA Joint Editorial Board (chair) 
 山元一広, 東京大学宇宙線研究所 客員准教授 
 山元一広, 飛騨・世界生活文化センター オープンカレッジ in 飛騨2020 講師 
 柿﨑 充, 国際スクール 26th Vietnam School of Physics: Particles and Dark Matter 講師「Dark Matter 
Physics」 
 畑田圭介, 千葉大学 客員准教授 
 
■学内運営・学内活動 
 池本弘之, 教育・学生支援機構 就職・キャリア支援センター会議(就職支援専門会議)委員 
 池本弘之, 理学部 就職指導委員会 委員長 
 池本弘之, 理学部 自己点検評価委員会 委員 
 榎本勝成, 理学部 教務委員会 委員 
 榎本勝成, 理学部 教務委員会 教育実施部会 委員 
 柿﨑  充, 理学部 広報委員会 委員 
 柿﨑  充, 理学部 広報委員会 高大連携部会 委員 
 柿﨑  充, ダイバーシティ推進センター ダイバーシティ・シンポジウム 講師「～ともに拓き、ともに
挑む、女性研究者の未来～」 
 桑井智彦, 研究推進機構 研究推進総合支援センター 自然科学研究支援ユニット 機器分析施設会議 委
員 
 桑井智彦, 研究推進機構 研究推進総合支援センター自然科学研究支援ユニット極低温量子科学施設施
設長 
 桑井智彦, 研究推進機構 研究推進総合支援センター自然科学研究支援ユニット極低温量子科学施設会
議 委員長 
 桑井智彦, 研究推進機構 研究推進総合支援センター自然科学研究支援ユニット会議 委員 
 桑井智彦, 高圧ガス製造保安責任者(化学機械・冷凍機械) 
 桑井智彦, 特定化学物質等作業主任者 
 桑井智彦, 有機溶剤作業主任者 
 桑井智彦, 物理学科長 
 桑井智彦, 理工学教育部修士課程専攻主任 
 桑井智彦, 理学部 入試委員会 副委員長 
 桑井智彦, 理学部 自己点検評価委員会 委員 
 桑井智彦, 理学部 安全管理委員会 委員 




 桑井智彦, 理学部 防火・防災対策専門委員会 委員 
 小林かおり, ハラスメント相談員(女性) 
 小林かおり, 研究推進機構 水素同位体科学研究センター運営会議 一般共同研究専門委員会 委員 
 小林かおり, 教育・学生支援機構 教職支援センター全学教職課程専門会議 委員 
 小林かおり, 五福キャンパス交通委員会 委員 
 小林かおり, ダイバーシティ推進センターの業務に従事する教員 
 小林かおり, 理学部 教務委員会 委員 
 小林かおり, 理学部 教務委員会 教育改善部会 委員 
 小林かおり, データサイエンス講演会 理学部の講演会 講師(10月28日) 
 田山 孝,  研究推進機構 研究推進総合支援センター 自然科学研究支援ユニット 極低温量子科学施設会
議 
 田山 孝,  理学部 学生生活委員会 委員 
 畑田圭介, 国際機構運営会議 人社系・理工系国際交流基金専門委員会 委員 
 畑田圭介, 理学部 国際交流委員会 委員 
 廣島 渚 ,  理学部 活動報告2020編集ＷＧ 委員 
 松本裕司, 理学部 排水安全専門委員会 委員 
 森脇喜紀, 地域連携推進機構 生涯学習部門 公開講座専門委員会 委員 
 森脇喜紀, 教育・学生支援機構 教育推進センター大学院教務専門会議 委員 
 森脇喜紀, 理工学 教育部修士課程理学領域部会教育委員会 委員長 
 森脇喜紀, 物理学科 副学科長 
 森脇喜紀, 理学部 自己点検評価委員会 委員 
 森脇喜紀, 学部プロジェクト推進経費「理学系学生のための新たな情報科学の大学院教育プログラム
の開発」講師 
 山元一広, 理学部 広報委員会 委員 
 山元一広, 理学部 広報委員会 情報・広報部会 委員 
 山元一広, 理学部 将来計画ＷＧ 委員長 
 山元一広, 富山大学見学(県立富山東高校) 
 山元一広, 富山大学見学(県立入善高校) 
 
■学士・修士・博士論文指導 
 学士 34名 
 修士 25名 
 博士   4名 
 
■博士論文 











教 授 柘植 清志 Kiyoshi Tsuge  錯体化学 
教 授 野﨑 浩一 Koichi Nozaki  光物理化学, 光化学, 計算機化学 
准教授 大津 英揮 Hideki Ohtsu  錯体化学, エネルギー変換化学 
准教授 鈴木 炎  Honoh Suzuki  溶液化学 











































教 授 井川 善也 Yoshiya Ikawa  核酸生化学, 生物有機化学,  
         合成生物学 
教 授 林  直人 Naoto Hayashi  固体有機化学, 物理有機化学,  
          合成有機化学 
准教授 宮澤 眞宏 Masahiro Miyazawa 有機合成化学, 有機金属化学 
講 師 松村 茂祥 Shigeyoshi Matsumura 核酸生化学, 進化分子工学,  
         合成生物学 
講 師 横山 初  Hajime Yokoyama  医薬品化学, 有機化学, 有機合成化学 
助 教 吉野 惇郎 Junro Yoshino  有機典型元素化学, 物理有機化学,  




固体有機化学, 物理有機化学, 合成有機化学 (林, 吉野) 
















法を提供している．またそれらの反応を基軸とするテルペノイド, アルカロイド, ポリプロピオネート, ポリ環状
エーテル, 糖鎖, ステロイドなどの生物活性天然物の立体選択的合成研究を行っている． 
 
生体機能化学 (井川, 松村) 





行っている．これらの基礎・応用研究において構築される「機能性 RNA の分子システム」は, 生命の起源と初期











1. An RNA triangle with six ribozyme units can promote a trans-splicing reaction through trimerization 
of unit ribozyme dimers (査読付), 
Akagi, J., Yamada, T., Hidaka, K., Fujita, Y., Saito, H., Sugiyama, H., Endo, M., Matsumura, S., and 
Ikawa, Y., 
Applied Sciences, 11 (6), 2583 (2021) 
2. Catalytic RNA nano-objects formed by self-assembly of group I ribozyme dimers serving as unit 
structures (査読付), 
Kiyooka, R., Akagi, J., Hidaka, K., Sugiyama, H., Endo, M., Matsumura, S., and Ikawa, Y., 
Journal of Bioscience and Bioengineering, 130 (3), 253-259 (2020) 
3. Polyethylene glycol molecular crowders enhance the catalytic ability of bimolecular bacterial RNase 
P ribozymes (査読付), 
Rahman, M.S., Gulshan M.A., Matsumura, S.,and Ikawa, Y.,  
Nucleosides, Nucleotides & Nucleic Acids, 39 (5), 715-729 (2020)  
4. Synthesis and Photophysical Properties of Emissive Silver(I) Halogenido Coordination Polymers 
Composed of {Ag2X2} Units Bridged by Pyrazine, Methylpyrazine, and Aminopyrazine (査読付), 
Kuwahara, T., Ohtsu, H.,and Tsuge, K., 
Inorganic Chemistry, 60 (3), 1299-1304 (2021) 
5. Coherent Vibration and Femtosecond Dynamics of the Platinum Complex Oligomers upon 
Intermolecular Bond Formation in the Excited State (査読付), 
Iwamura, M., Fukui, A., Nozaki, K., Kuramochi, H., Takeuchi, S.,and Tahara, T., 
Angewandte Chemie International Edition, 59 (51), 23154-23161 (2020) 
6. Effects of π-Conjugation on the Solid-State Photoresponsive Coloring Behavior of Bipyridine-
Boronium Complexes (査読付), 
Yoshino, J., Hirono, Y., Akahane, R., Higuchi, H.,and Hayashi, N., 
Photochemical & Photobiological Sciences, 19,1517-1521 (2020)  
7. Penning ionization electron spectroscopy of anisole, thioanisole, and selenoanisole by collision with 
He*(23S): conjugation effects and conformational stability (査読付), 
Ishiguro, Y., Yamakita, Y., and Hayashi, N.,  
Chemical Physics Letters, 754,137653 (2020) 
8. Preparation of solid solution and crystal-glass composite consisting of stable phenoxyl radical and its 
phenol analogue (査読付), 
Kamoto, T., Lyu, X., Yoshino, J.,and Hayashi, N., 
ARKIVOC, 2000, part viii, 58-69 (2020) 
 
■総説・解説 
1. 機能性RNA (第2部-13) (査読付), 
井川善也, 
核酸科学ハンドブック(杉本直己編) ,421-425 (2020)   
2. 固溶体形成を利用した混合型発光性配位高分子の合成 (査読付), 
柘植清志, 
光化学, 51(3),161-164 (2020)  






横山 初, 宮澤眞宏, 
有機合成化学協会誌, 78 (4),317-326 (2020) 
 
■著書 
1. 化学便覧 基礎編 改訂６版, 




1. RNase Pリボザイム・ナノ集積体の構築に向けた基質認識部位の人工改変, 
山田貴裕, 松村茂祥, 井川善也, 
日本生化学会北陸支部 第38回大会(誌上開催) 
2. ポリアミンを用いた核酸増幅反応とリボザイム反応の両立, 
中根 龍, 井川善也, 松村茂祥 
日本生化学会北陸支部 第38回大会(誌上開催) 
3. 1 次元ナノ集積を目指した RNase P リボザイムのモジュール改変: 構造ドメイン間界面の人工強化と
kissing-loop相互作用の導入, 
山田貴裕, 青山理沙子, 松村茂祥, 井川善也, 
第14回バイオ関連化学シンポジウム 
4. モジュール組み換え型リボザイムの自己集積による無限集積型RNAナノ構造の構築, 
福田拓郎, 大井宏紀, 松村茂祥, 井川善也, 
第14回バイオ関連化学シンポジウム 
5. 微小液滴とRCA法を用いたRNA機能スクリーニング法の開発, 
小山孝紀, 井川善也, 松村茂祥, 
第14回バイオ関連化学シンポジウム 
6. NAD+モデル配位子を含むルテニウム錯体の性質とNAD+型からNADH型への光化学反応, 




桑原大貴, 大津英揮, 柘植清志, 
錯体化学会第70回討論会 
8. 強発光性ハロゲン架橋二核銅(I)錯体の固体薄膜における光励起ダイナミクス, 
中村鴻介, 藤田紗矢香, 岩村宗高, 野﨑浩一, 
錯体化学会第70回討論会 
9. 溶液中におけるジピリジル白金(Ⅱ)錯体会合体の励起状態ダイナミクス, 
渡邉ほのか, 岩村宗高, 野﨑浩一, 高梨 司, 倉持 光, 田原太平, 
錯体化学会第70回討論会 
10. Identification of Mettallophilic Oligomers in Aqueous Solution by Excited-state Vibration, 
岩村宗高, 






横山 初, 加藤臣太, 中井友也, 松尾 愛, 高見将弘, 宮澤眞宏, 
第62回天然有機化合物討論会 
12. アリール基の 3 位の tert-ブチル基の置換数がトリアリールフェノキシルのアモルファス固化に及ぼす
影響, 
呂 信文, 小嵐元気, 吉野惇郎, 林 直人, 
令和2年度日本化学会近畿支部北陸地区講演会と研究発表会 
13. グループⅠリボザイムの in droplet進化に向けた反応-検出系の構築, 
上田実怜, 松村茂祥, 井川善也, 
令和2年度日本化学会近畿支部北陸地区講演会と研究発表会 
14. ジ(アリールアルキル)ホウ素骨格を有するビピリジン―ボロニウム錯体の合成研究, 




尾崎 仁, 佐藤 信, 吉野惇郎, 林 直人, 
令和2年度日本化学会近畿支部北陸地区講演会と研究発表会 
16. モジュール型リボザイムを基盤としたT-loop_PKモチーフ・アダプター配列の人工創製と機能解析, 
森 裕紀, Rahman, MS., 宮﨑克志, 石川隼也, 古田弘幸, Luc Jaeger, 松村茂祥, 井川善也, 
令和2年度日本化学会近畿支部北陸地区講演会と研究発表会 
17. リボザイムの進化実験中に出現した非切断型機能性RNAの解析, 
寺田海舟, 荏原基力, 井川善也, 松村茂祥 
令和2年度日本化学会近畿支部北陸地区講演会と研究発表会 
18. リボザイム型二重イントロンのスプライシング：制御系と評価系の構築, 
植田智貴, 西山祐夏, 宮崎克志, 松村茂祥, 井川善也, 
令和2年度日本化学会近畿支部北陸地区講演会と研究発表会 
19. 可視光によって有機ヒドリドを貯蔵するNAD+型錯体Ru-(Ph-pn)の性質と光反応, 
飯田拓郎, 柘植清志, 大津英揮, 
令和2年度日本化学会近畿支部北陸地区講演会と研究発表会 
20. 蛍光RNAアプタマーの小型化に向けた構造解析, 
安部俊輔, 松村茂祥, 井川善也, 
令和2年度日本化学会近畿支部北陸地区講演会と研究発表会 
21. 三脚型N-Oxide配位子を持つZn錯体の合成と性質, 
壇 卓海, 柘植清志, 大津英揮, 
令和2年度日本化学会近畿支部北陸地区講演会と研究発表会 
22. 実験進化により得られた活性部位改変型VSリボザイムの評価, 
今井巴絵, 荏原基力, 井川善也, 松村茂祥, 
令和2年度日本化学会近畿支部北陸地区講演会と研究発表会 
23. 微小液滴への大腸菌1細胞封入によるハイスループット酵素活性検出系の構築, 
安部雄大, 井川善也, 松村茂祥, 






横山 初, 石丸寛章, 宮澤眞宏, 
令和2年度日本化学会近畿支部北陸地区講演会と研究発表会 
25. DMAP誘導体の含窒素配位子を有するPd触媒の配位子の相違による触媒効果の検討, 
宮澤眞宏, 茅根有美香, 照田美里, 横山 初, 
令和2年度日本化学会近畿支部北陸地区講演会と研究発表会 
26. Phomonolの全合成研究, 
横山 初, 加藤臣太, 宮澤眞宏, 
令和2年度日本化学会近畿支部北陸地区講演会と研究発表会 
27. トリブロモエチレンを用いた三置換オレフィンの新規合成法の開発, 
宮澤眞宏, 眞川春奈, 横山 初, 
令和2年度日本化学会近畿支部北陸地区講演会と研究発表会 
28. 含窒素配位子を有するPd触媒を用いた新規分子内閉環反応の開発, 
宮澤眞宏, 長谷川一真, 横山 初, 
令和2年度日本化学会近畿支部北陸地区講演会と研究発表会 
29. 高活性なPd-ピリジン型錯体を用いた共役エンイン構造の新規構築法開発, 






森 裕紀, Rahman, MS., 宮﨑克志, 石川隼也, 古田弘幸, Luc Jaeger, 松村茂祥, 井川善也, 
第43回日本分子生物学会年会 
32. 液滴マイクロ流体システムを用いた短鎖ペプチドの実験進化系の構築, 
土田和輝, 井川善也, 松村茂祥, 
第43回日本分子生物学会年会 
33. 統合型デバイスを用いた微小液滴スクリーニングによるリボザイムの実験進化, 
西山祐夏, 荏原基力, 井川善也, 松村茂祥, 
第43回日本分子生物学会年会 
34. Synthesis and luminescence properties of silver(I) halogenido coordination polymers bridged by 
pyrazine, methylpyrazine, and aminopyrazine, 
Kuwahara, T., Ohtsu, H., and Tsuge, K., 
日本化学会第101春季年会 
35. Concentration dependence of absorption and emission spectra of Pt(II) and Au(I) complexes oligomers 
in aqueous solutions, 
Iwamura, M., Urayama, R., Fukui, A.,and Nozaki, K., 
日本化学会第101春季年会 
36. Phomonolの全合成研究(2), 
横山 初, 加藤臣太, 宮澤眞宏, 

















1. 2018-2020, 基盤研究(C), 
混晶化を利用した銅(I)および銀(I)配位高分子の光物性制御, 
(代表者) 柘植清志 
2. 2019-2021, 基盤研究(B), 
長波長吸収型光合成への進化再現によるレッドエッジ変化の実験的検証, 
(代表者) 塚谷祐介(国立研究開発法人海洋研究開発機構), (分担者) 松村茂祥, 藤島皓介(東京工業大学) 
3. 2019-2021, 基盤研究(C), 
区画化による分子共生はRNAワールドを飛躍させるか？ 
(代表者) 松村茂祥 
4. 2020-2021, 新学術領域研究(研究領域提案型) 
有機ヒドリド供給能を有するユビキタス金属錯体の開発とCO2光還元システムへの展開 
(代表者) 大津英揮 
5. 2020-2022, 基盤研究(C), 
熱活性遅延蛍光を示す銅(I)錯体の固体薄膜中における超高速光励起ダイナミクス 
(代表者) 野﨑浩一 
6. 2020-2022, 基盤研究(C), 
時間分解円偏光分光による遷移金属錯体の励起状態キラルダイナミクスの研究 
(代表者) 岩村宗高 
7. 2020-2022, 基盤研究(C), 
ボロニウム錯体の分子構造および分子集合構造と光応答挙動の相関解明 







大学共同利用機関法人 自然科学研究機構 アストロバイオロジーセンター・プロジェクト研究, 
(代表者) 松村茂祥 
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准教授 土`田 努  Tsutomu Tsuchida  共生生物学, 応用昆虫学 
准教授 前川 清人 Kiyoto Maekawa  進化発生学, 昆虫系統学, 分子生態学 
准教授 山崎 裕治 Yuji Yamazaki  進化生物学, 保全遺伝学 
助 教 佐藤 杏子 Kyoko Sato  植物細胞分類学, 細胞遺伝学 
客員教授 岩坪 美兼 Yoshikane Iwatsubo 植物細胞分類学, 細胞遺伝学 
■研究員・研究分野 
研究員 汪 亜運  Wang Yayun  応用微生物学, 応用昆虫学 




共生生物学, 応用昆虫学 (土`田) 
 腸内や血液, 細胞内に, 微生物をすまわせる“内部共生現象”について, 昆虫類を対象に研究を行っている. 内











進化生物学, 保全遺伝学 (山崎) 
 生物多様性の決定・変動メカニズムの解明を目指し, 高山帯から平野部までをフィールドに, 哺乳類, 鳥類, 両
生類, 魚類, 昆虫類, 陸生貝類等を対象に, 集団遺伝学, 生態学, 形態学等様々な分野を扱った総合的研究を展開し
ている．また, 希少生物保全を目的とした地域連携活動, 普及啓発活動にも取り組んでいる． 
植物細胞分類学, 細胞遺伝学 (佐藤) 




植物細胞分類学, 細胞遺伝学 (岩坪) 
 「染色体の数, 形, 大きさは, 生物の種によって決まっている」とされている．しかし植物では, 種内に異なっ




ある．正常な減数分裂ができない異数体や三倍体でも, 茎による栄養繁殖や, 卵細胞以外の細胞  (体細胞)から胚
が形成される無配生殖によって繁殖している植物例も知られている．植物においては, ひとつの種が染色体数の異
なる複数のグループから構成されている例も珍しくない．身近な植物を対象とした研究室の調査から, イタドリ, 
オオバコ, カキドオシ, カタバミ, シロバナサクラタデ, セイヨウタンポポ, ノチドメ, フキ, ミゾソバなどにおい
て, 倍数性が存在することが明らかになった．高等植物を対象に倍数性が存在するかどうか, ならびに倍数性が存
在する場合は, それらの分布と形態の違いを明らかにして, それぞれの種の理解を深める研究を行っている．また, 
雌雄異株植物の一部では, 性染色体をもつことが知られているが, 雌雄異株植物であるスイバ, ヒメスイバ, カナ
ムグラを対象に, 染色体構成と性表現の関係から性決定のしくみの解明も行っている． 






教 授 池田 真行 Masayuki Ikeda  時間生物学, 睡眠学, 神経科学 
教 授 唐原 一郎 Ichirou Karahara  植物形態学, 植物生理学,   
細胞生物学, 宇宙生物学 
教 授 松田 恒平 Kouhei Matsuda  比較神経内分泌学, 分子神経行動学,  
神経機能形態学 
教 授 望月 貴年 Takatoshi Mochizuki 神経科学, 薬理学, 睡眠科学 
教 授 若杉 達也 Tatsuya Wakasugi  植物分子生物学 
講 師 今野 紀文 Norifumi Konno  比較内分泌学, 動物生理学 
講 師 中町 智哉 Tomoya Nakamachi 比較内分泌学, 動物組織学 
講 師 山本 将之 Masayuki Yamamoto 植物分子遺伝学, 作物育種学 
助 教 玉置 大介 Daisuke Tamaoki       細胞生物学, 宇宙植物学,  植物病理学 




時間生物学, 睡眠学, 神経科学 (池田) 
 睡眠覚醒リズム形成にかかわる脳の仕組みを, 行動学的・神経生物学的手法を用いて研究している．特に, 哺乳
動物の概日リズム中枢である視床下部視交叉上核  (SCN)ニューロンの培養や細胞内Ca2+イメージング技法につ
いては世界をリードする研究を行なっている．近年われわれのグループは, Ca2+感受性蛍光タンパク遺伝子を導入
したSCNニューロンを用いて, 自律的な約24時間周期のCa2+濃度振動が存在することを突き止めた． 現在, こ
れを手掛かりに, 体内時計の分子機構について解析を進めている． 
 
植物形態学, 植物生理学, 細胞生物学, 宇宙生物学 (唐原) 
 植物体においては, 細胞どうしが細胞壁を介して隣り合い, 植物組織が形成されている．しかし組織の組み立て




し, その解明に取り組んでいる．環境要因としては, 光や土壌中の塩分や水分, 重力などに対する応答を調べてい
る． 
 
比較神経内分泌学, 分子神経行動学, 神経機能形態学 (松田) 
 動物にとって, 摂食行動, 生殖行動および情動行動の制御は, 個体の生存や種の保存上, きわめて重要である. こ
れらの本能行動は, 中枢・末梢神経系や神経内分泌系の相互作用によって複雑に制御されている. 我々は, モデル
動物としてキンギョやゼブラフィッシュを用いて神経ペプチドによる摂食行動の脳制御機構を解明している. さら
に, 私たちは食欲を制御する神経ペプチドが, 生殖行動や情動行動にも強い影響を及ぼすことを見出している. 特
に, 独自に開発した明暗実験水槽や迷路水槽を用いた選好テストにより, 魚類の情動行動の定量化解析に成功し, 
神経ペプチドの精神生理学的作用を世界に先駆けて解明しつつある. これらの実験研究を通して, 神経ペプチドに
よる本能行動制御の全容解明を目指した研究に取り組んでいる. 我々の得た研究成果は, 原著論文・総説や国際学
会・シンポジウム・大学・企業等での講演等を通して, 関連学界に大きなインパクトを与え続けている.  
 
睡眠科学, 神経科学 (望月) 
 睡眠覚醒, 体温調節など, 視床下部に集中する基礎的で重要な生理機能に係わる神経回路や伝達物質について, 
神経生理・行動薬理学的手法により研究している．具体的には, マウス・ラットの脳波解析や自発行動量の測定な
どを駆使して, 行動調節に重要な神経回路の同定を目指している．特に, 覚醒の維持・調節に重要なヒスタミン神

























比較内分泌学, 動物組織学 (中町) 
 神経細胞で合成される生理活性ペプチドを神経ペプチドと呼びます．当研究室では主に魚類モデル動物  (キン















時間生物学, 神経生理学 (森岡) 
 時計遺伝子の分子振動が, どのようにして中枢および末梢の時計細胞における生理学的リズムを形成するのかを
明らかにすることを目的として, 主にキイロショウジョウバエの生理活動リズムについて研究している. 特に, 組
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 中町智哉, 令和２年度 富山県立富山高等学校 課題研究指導助言  
 中町智哉, 日本比較内分泌学会 学術誌編集委員会 委員 
 中町智哉, 昭和大学医学部顕微解剖学講座 兼任講師 
 前川清人, 国際社会性昆虫学会 日本支部会 幹事 
 前川清人, European Journal of Entomology, Editorial Board 
 前川清人, 日本動物学会 IT委員会 委員 
 前川清人, 富山県立富山東高校２・３年自然科学コース出前講義 
 松田恒平, 新潟大学佐渡自然共生科学センター臨海実験所 共同利用運営委員会 委員 
 松田恒平, 公益社団法人 日本動物学会 理事 
 松田恒平, 公益社団法人日本動物学会 図書・出版委員長 
 松田恒平, 日本下垂体研究会 幹事 
 松田恒平, Asia and Oceania Society of Comparative Endocrinology 幹事 (会計) 
 松田恒平, 富山県高岡看護専門学校 非常勤講師 
 山崎裕治, 魚津市環境審議会 委員 
 山崎裕治, 魚津市博物館協議会 委員 
 山崎裕治, 株式会社建設環境研究所 木曽川水系イタセンパラ保護協会 委員 
 山崎裕治, 富山県野生鳥獣保護管理検討委員会 委員 
 山崎裕治, 富山市科学博物館協議会 委員 
 山崎裕治, 氷見市イタセンパラ保護活用指導委員会 委員 
 山崎裕治, 富山県立氷見高等学校 普通科文理探究コースの「探究」にかかわる招聘講座 講師 
 山崎裕治, 富山県立氷見高等学校 「令和2年度普通科文理探究コース課題研究発表会」 講師 
 山本将之, 独立行政法人国際協力機構 ミャンマー国「種子開発・管理能力向上プロジェクト」詳細計画
策定調査団員 
 山本将之, 日本ゴマ科学会 会計幹事 
 山本将之, 石川県立大学夏期集中講義「生産科学特別講義Ⅰ」 講師 
 若杉達也, 北陸原子力懇談会 参与 




 若杉達也, 富山県衛生研究所 組換えDNA実験安全委員会 委員 
 
■学内運営・学内活動 
 池田真行, 理事・副学長(国際 教員評価担当) 
 池田真行, 教育研究評議会 
 池田真行, 国際機構運営委員会(機構長) 
 池田真行, 教員業績評価委員会 委員長 
 唐原一郎, 理学部 自己点検評価委員会 委員 
 唐原一郎, 理学部 安全管理委員会 委員 
 唐原一郎, 理学部 防火・防災対策専門委員会 委員 
 唐原一郎, 理工学教育部修士課程理学領域部会教育委員会 委員 
 唐原一郎, 生物学科長 
 唐原一郎, 理学部 将来計画ＷＧ 委員 
 今野紀文, 国際機構運営会議 学生海外留学支援専門委員会 委員 
 今野紀文, 五福地区構内交通指導員 
 今野紀文, 遺伝子組換え生物等使用実験安全管理委員会 委員 
 今野紀文, 理学部 国際交流委員会 委員 
 佐藤杏子, ハラスメント相談員(女性) 
 佐藤杏子, 理学部 広報委員会 委員 
 佐藤杏子, 理学部 広報委員会 情報・広報部会 委員 
 佐藤杏子, ダイバーシティ推進センター 副センター長 
 玉置大介, 理学部 排水安全専門委員会 委員長 
 𡈽𡈽田 努 , 病原体等安全管理委員会 委員 
 𡈽𡈽田 努 , 理学部 活動報告2020編集ＷＧ 委員 
 中町智哉, 理学部 学生生活委員会 委員 
 前川清人, 富山大学人間を対象とし医療を目的としない研究倫理審査委員会 委員 
 前川清人, 理学部 就職指導委員会 委員 
 松田恒平, 研究推進機構 研究推進総合支援センター 自然科学研究支援ユニット会議 
 松田恒平, 入学試験委員会 委員 
 松田恒平, 入学試験委員会電算処理専門委員会 委員 
 松田恒平, 生物学科 副学科長 
 松田恒平, 理事室員(研究担当) 
 松田恒平, 理学部 入試委員会 委員長 
 松田恒平, 理工学教育部修士課程専攻主任 
 松田恒平, 理学部 自己点検評価委員会 委員 
 望月貴年, 理工学教育部博士課程 地球生命環境科学専攻 専攻長 
 望月貴年, 理学部 教務委員会 委員 
 望月貴年, 理学部 教務委員会 教育改善部会 委員 
 望月貴年, 「遠隔授業の実施に関するＦＤ研修会」講師 
 山崎裕治, ダイバーシティ推進センターの業務に従事する教員 
 山崎裕治, ハラスメント相談員(男性) 
 山崎裕治, 理学部 広報委員会 委員 
 山崎裕治, 理学部 広報委員会 高大連携部会 委員 
 山本将之, 自然観察実習センター運営委員会 委員 
 山本将之, 教育・学生支援機構 教育推進センター学芸員養成科目専門会議 委員 
 山本将之, 理学部 教務委員会 委員 
 山本将之, 理学部 教務委員会 教育実施部会 委員 
 若杉達也, 施設マネジメント委員会 委員 




 若杉達也, 理学部長 
 若杉達也, 理学部 自己点検評価委員会 委員長 
 若杉達也, 理学部 安全管理委員会 委員長 
 若杉達也, 理学部 防火・防災対策専門委員会 委員長 
 若杉達也, 教育研究評議会 
 若杉達也, 部局長等懇談会 委員 
 若杉達也, 経営協議会 オブザーバー 
 若杉達也, 入学試験委員会 委員 




 学士 40名 
 修士 30名 
 博士   5名 






教 授  青木 一真 Kazuma Aoki     大気物理学, 地球環境科学 
教 授  石井 博 Hiroshi Ishii      送粉生態学, 繁殖生態学,   
          群集生態学, 行動生態学 
教 授  倉光 英樹 Hideki Kuramitz      水環境化学, 分析化学, 電気化学,  
         腐植化学  
教 授  田中 大祐 Daisuke Tanaka    環境生物学, 環境微生物学 
教 授  張  勁  Jing Zhang    化学海洋学, 環境地球化学 
教 授  横畑 泰志 Yasushi Yokohata  哺乳類学, 寄生蠕虫学, 保全生物学 
准教授  柏木 健司 Kenji Kashiwagi  古生物学, 洞窟地質学 
准教授  蒲池 浩之 Hiroyuki Kamachi  環境植物生理学 
准教授  島田 亙 Wataru Shimada  雪氷学, 結晶成長学, 表面物理学 
准教授  堀川 恵司 Keiji Horikawa    同位体地球化学, 古気候学 
講 師  酒德 昭宏 Akihiro Sakatoku  環境生物学, 環境微生物学  
助 教  太田 民久 Tamihisa Ohta  同位体生態学, 森林環境学 
助 教  佐澤 和人 Kazuto Sazawa  土壌環境学, 環境化学 
特命助教  鹿児島 渉悟 Kagoshima Takanori 同位体地球化学 
客員教授  田口 茂 Shigeru Taguchi    環境化学計測 
客員教授  中村 省吾 Shogo Nakamura  環境生物学 
客員准教授 波多 宣子 Noriko Hata    環境化学, 分析化学 
協力研究室：研究推進機構極東地域研究センター 
教 授 和田 直也 Naoya Wada    植物生態学, 極地高山生態学 
■研究員・研究分野 
 研究員 上田 晃  Akira Ueda  地熱 











きた背景や, 送粉動物の行動原理, 生物間相互作用が生態系の中で果たす役割について研究している． 
分析化学, 環境化学, 電気化学, バイオセンサー, バイオアッセイ, 腐植化学(倉光) 
環境汚染物質などの化学物質の濃度や毒性を定量するための新しい分析法やセンサー, バイオアッセイを開
発し, それらを利用した水環境汚染などの評価に取り組んでいる．例えば, 電極や光ファイバーを用いたケミカ





気中微生物(バイオエアロゾル)の時空間的動態に関する研究に取り組み, 季節, 標高, エアロゾルの粒径, 気象
条件, 大気汚染状況による細菌や真菌の群集構造の差異について把握を目指している．現在, 国内外のいくつか






































雪氷学, 結晶成長学, 表面物理学(島田) 
 雪や氷などの結晶成長に関する実験的研究を行っており, 特に過冷却水から成長する氷結晶の形態形成機











目指した研究を行なっている．また, 国内の重要な水産資源 (アコヤ真珠やトラフグ) の保全も行っている. 
具体的には,  
(１) ムラサキイガイ, ムラサキインコガイ, ウニを用いた沿岸域海水系のバイオアッセイの開発,  
(２) 重油分解菌やセルロース分解菌, 海藻分解菌の探索とキャラクタリゼーション,  




(３) 真珠形成母貝アコヤガイの細菌感染症に関する研究,  
(４) 微生物が産生する遊離アミノ酸がトラフグの産卵回遊を促すのか,  
























人間活動に伴って水環境(河川, 湖, 用水, 海)に排出された化学物質の形態別の濃度を測定して, その動態を
















1. Development of on-site self-calibration and retrieval methods for sky-radiometer observations of 
precipitable water vapor (査読付), 
Masahiro Momoi, Rei Kudo, Kazuma Aoki, Tatsuhiro Mori, Kazuhiko Miura, Hiroshi Okamoto, 
Hitoshi Irie, Yoshinori Shoji, Akihiro Uchiyama, Osamu Ijima, Matsumi Takano, and Teruyuki 
Nakajima, 
Atmospheric Measurement Techniques, 13, 2635-2658 (2020) 
2. An overview and issues of the sky radiometer technology and SKYNET (査読付), 
Nakajima, T., Campanelli, M., Che, H., Estellés, V., Irie, H., Kim, S. -W., Kim, J., Liu, D., Nishizawa, 
T., Pandithurai, G., Soni, V. K., Thana, B., Tugjsurn, N. -U., Aoki, K., Hashimoto, M., Higurashi, 
A., Kazadzis, S., Khatri, P., Kouremeti, N., Kudo, R., Marenco, F., Momoi, M., Ningombam, S. S., 
Ryder, C. L., and Uchiyama,  
Atmospheric Measurement Techniques, 13, 4195-4218 (2020) 
3. Alpine snowpit profiles of polar organic compounds from Mt. Tateyama central Japan: 
Atmospheric transport of organic pollutants with Asian dust (査読付), 
Ambarish Pokhrel, Kawamura, K., Tachibana, E., Bhagawati Kunwar, and Aoki, K., 
Atmospheric Environment, 244, 117923 (2021) 
4. Chemical and isotopic (H, O, S, and Sr) analyses of groundwaters in a non-volcanic region, 
Okayama Prefecture, Japan: implications for geothermal exploration (査読付), 
Komatsu, S., Okano, O., and Ueda, A., 
Geothermics, 91, 102005 (2021) 
5. Flow characteristics of artesian groundwater in coastal area of Kurobe River Basin, Toyama 
Prefecture, by long-term and spatial observation of water temperature and electric conductivity 
(査読付), 
Matsuura, T., Tebakari, T., Oda, A., and Ueda, A., 
Groundwater for Sustainable Development, 13, 100555 (2021) 
6. Geochemical evaluation of geothermal resources in Toyama Prefecture, Japan, with the chemical 
and isotopic characteristics of hot spring waters (査読付), 
Sasaki, A., Morita, J., Iwaki, C., and Ueda, A., 
Geothermics, 93, 102071 (2021) 
7. Geochemical study and fluid flow simulation of a groundwater system in Toyama and Joganji 
alluvial fans, central Japan, and assessment of suitability for heat utilization (査読付), 
Hirata, H., Yoo, S-Y., Iwatake, K., Tebakari, T., Okakita, N., Zhang, J., and Ueda, A., 
Geothermics, 93, 102073 (2021) 
8. Scale sensor: Rapid monitoring of scale deposition and inhibition using fiber optics in a geothermal 
system and comparison with other monitoring devices (査読付), 
Okazaki, T., Kuramitz, H., Watanabe, T., and Ueda, A.,  
Geothermics, 93, 102069 (2021) 
9. Sr isotopic geochemical study of brines and rocks from a geothermal well No. 7 and surrounding 
hot spring waters in Okuhida Hot spring area, Gifu Prefecture, Japan (査読付), 
Isaji, R., Okano, O., Ohtani, T., Takagi, E., Sugihara, Y., and Ueda, A., 
Geothermics, 91, 102018 (2021) 
10. Tamagawa hyper-acidic hot spring and phreatic eruptions at Mt. Akita-Yakeyama: Part 1. The 




isotopic and chemical characteristics of the hot spring water (査読付), 
Furukawa, T., and Ueda, A., 
Journal of Volcanology and Geothermal Research, 412, 107179 (2021) 
11. Comparisons of calcium sources between arboreal and ground-dwelling land snails: implication 
from strontium isotope analyses (査読付), 
Ohta, T., and Saeki, I., 
Journal of Zoology, 311 (2),137-144 (2020) 
12. Water Adsorption to Leaves of Tall Cryptomeria japonica Tree Analyzed by Infrared Spectroscopy 
under Relative Humidity Control (査読付), 
Azuma, W., Nakashima, S., Yamakita, E., and Ohta, T., 
Plants, 9 (1107), (2020) 
13. Structural-morphological and sedimentary features of forearc slope off Miyagi, NE Japan: 
implications for development of forearc basins and plumbing systems (査読付), 
Chang, JH., Park, J. O., Chen, T. T., Yamaguchi, A., Tsuru, T., Sano, Y., Hsu, H. H., Shirai, K., 
Kagoshima, T., Tanaka, K. and Tamura, C.,  
Geo-Marine Letters , 40, 309-324 (2020) 
14. Groundwater oxygen anomaly related to the 2016 Kumamoto earthquake in Southwest Japan (査
読付), 
Sano, Y., Onda, S., Kagoshima, T., Miyajima, T., Takahata, N., Shibata, T., Nakagawa, C., Onoue, 
T., Kim, N. K., Lee, H., Kusakabe, M. and Pinti, D. L., 
Proceedings of the Japan Academy, Series B , 96, 322-334 (2020) 
15. Mantle-Derived Helium Emission near the Pohang EGS Site, South Korea: Implications for Active 
Fault Distribution (査読付), 
Kim, H., Lee, H., Lee, J., Lee, H. A., Woo, N. C., Lee, Y. S., Kagoshima, T., Takahata, N. and Sano, 
Y., 
Geofluids, 2359740 (2020) 
16. Mantle helium in Southern Quebec groundwater: A possible fossil record of the New England 
hotspot (査読付), 
Mejean, P., Pinti, D. L., Kagoshima, T., Roulleau, E., Demarets, L., Poirier, A., Takahata, N., Sano, 
Y. and Larocque, M., 
Earth and Planetary Science Letters, 545, 116352 (2020) 
17. Stalagmite evidence for East Asian winter monsoon variability and 18O-depleted surface water in 
the Japan Sea during the last glacial period (査読付), 
Amekawa, S., Kashiwagi, K., Hori. M., Sone, T., Kato, H., Okumura, T., Yu, TL, Shen, C. -C., and 
Kano, A., 
Progress in Earth and Planetary Science, 8, 18 (2021) 
18. Carbon dioxide in Lake Nyos estimated quantitatively from sound speed measurements (査読付), 
Boehrer, B., Saiki, K., Ohba, T., Tanyileke, G., Rouwet, D., and Kusakabe, M., 
Frontiers in Earth Science, (in press) 
19. Two-point normalization for reducing inter-laboratory discrepancies in δ17O, δ18O, and Δ′
17O of reference silicates (査読付), 
N-K. Kim, Park, C., and Kusakabe, M., 
Journal of Analytical Science and Technology, 11, 51 (2020) 




20. Evaluation of carbon mineralization and structural alterations of organic carbon in peat soils 
during incubation(査読付), 
110. Sazawa, K., Kubota, D., Yoshida, H., Noriko, H., Wada, N., and Kuramitz, H.,  
Journal of Soils and Sediments, 20,2843-2854 (2020) 
21. Evanescent-Wave Fiber Optic Sensing of the Anionic Dye Uranine Based on Ion Association 
Extraction (査読付), 
Okazaki, T., Watanabe, T., and Kuramitz, H., 
Sensors, 20 (10), 2796 (2020) 
22. Fabrication of a cell-recognition/electron-transfer/cross-linker, peptide-immobilized electrode for 
the sensing of K562 cells (査読付), 
Sugawara, K., Ishizaki, S., Kodaira, K., Kuramitz, H., and Kadoya, T., 
Analytica Chimica Acta, 1116, 53-61 (2020) 
23. Electrochemical Long Period Fiber Grating Sensing for Electroactive Species (査読付), 
Okazaki, T., Orii, T., Shin-Yinn Tan, Watanabe, T., Taguchi, A., Faidz Abd Rahman and Kuramitz, 
H., 
Analytical Chemistry, 92, 9714-9721 (2020) 
24. U-Shaped Polymer Cladding and Hetero-Core Fiber Optic Sensors for Monitoring Scale Formation 
in Geothermal Brine (査読付), 
Okazaki, T., Seto, R., Watanabe, T., Ueda, A., and Kuramitz, H., 
Analytical Letters, 53, 2160-2169 (2020) 
25. 分散した微粒子への吸着を利用する感度や選択性に優れた簡便な比色分析法, 
小濵 望, 岡崎琢也, 倉光英樹, 田口 茂, 
ケミカルエンジニヤリング 特集＝先端計測, 分析技術の開発と実用化, 65 (10), 593-600 (2020) 
26. Spectroelectrochemical evaluation of a ZnO optically transparent electrode prepared by the spin-
spray technique (査読付),  
Okazaki, T., Taniguchi, H., Wagata, H., Ito, M., Kuramitz, H., and Watanabe, T., 
Electroanalysis, 32, 1682-1688 (2020) 
27. Investigation and modeling of diurnal variation in suburban ambient formaldehyde concentration 
(査読付), 
Taguchi, S., Hagiwara, M., Shibata, A., Fujinari, H., Matsumoto, S., Kuwata, M., Sazawa, K., Hata, 
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Environmental science and pollution research, 28, 13425-13438 (2020) 
28. Effect of humic acids on the toxicity of pollutants to Chlamydomonas reinhardtii: Investigation by 
a microscale algal growth inhibition test (査読付), 
Nanayama, Y., Sazawa, K., Yustiawati, Y., Syawal, MS., Fukushima, M., and Kuramitz, H., 
Environmental science and pollution research, 28, 211-219 (2021) 
29. Molecular Identification, Characterization, and Expression Analysis of a Metallothionein Gene 
from Septifer virgatus (査読付), 
Sakatoku, A., Ishikawa, M., Yamazaki, K., Nakamachi, T., Kamachi, H., Tanaka, D., and 
Nakamura, S., 
Marine Biotechnology, 22, 488-487 (2020) 
30. High-heat Effects on the Physical and Chemical Properties of Soil Organic Matter and Its Water-
soluble Components in Japan's Forests: A Comprehensive Approach Using Multiple Analytical 





Sazawa, K., Sugano, T., and Kuramitz, H., 
Analytical Sciences, 36 (5), 601-609 (2020) 
31. Organic Ion-associate Phase Extraction/Back-microextraction for the Preconcentration and 
Determination of Lithium Using 2,2,6,6-Tetramethyl-3,5-heptanedione by Liquid Electrode 
Plasma Atomic Emission Spectrometry and GF-AAS in Environmental Water (査読付), 
Mizuna, K., Murashita, R., Okazaki, T., Sazawa, K., Kuramitz, H., Taguchi, S., Nakayama, K., 
Yamamoto, T., Takamura, Y., and Hata, N., 
Analytical Sciences, 36 (5), 595-600 (2020) 
32. Three-dimensional aspects of sidebranch formation during the growth of snow crystals "jointly 
worked" (査読付), 
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(代表者) 板木拓也(国立研究開発法人産業技術総合研究所), (分担者) 堀川恵司, 井尻 暁(国立研究開
発法人海洋研究開発機構), 岡崎裕典(九州大学) 
7. 2018-2020, 基盤研究(B), 
「普通」の生態系での植物食動物のナトリウム獲得戦略, 
(代表者) 半谷吾郎(京都大学), (分担者) 太田民久, 大井 徹(石川県立大学), 加藤正吾(岐阜大学), 揚妻
直樹(北海道大学) 
8. 2018-2020, 基盤研究(C), 
タマセンチュウとマルハナバチの関係を解き明かす：行動操作から間接種間相互作用まで, 
(代表者 )石井 博 
9. 2019-2021, 国際共同研究加速基金(国際共同研究強化(B)), 
南米チリにおける大気汚染とバイオエアロゾルの統合解析による健康影響評価基盤の構築, 
(代表者) 田中大祐, (分担者) 酒徳昭宏, 藤吉奏(京都大学), 丸山史人(広島大学), 能田淳(酪農学園大
学) 
10. 2019-2022, 国際共同研究加速基金(国際共同研究強化(B)), 
炭酸塩試料を用いた長期間かつ高解像度の古環境復元, 
(代表者) 佐野有司(東京大学), (分担者) 鹿児島渉悟, 白井厚太朗(東京大学), 高畑直人(東京大学) 
11. 2019-2022, 基盤研究(B), 
複雑な花形態が適応的になる生態学的条件の解明: 種間比較, 群集間比較を通じた検討, 
(代表者) 丑丸敦史(神戸大学), (分担者) 石井 博, 岡本朋子(岐阜大学) 
12. 2019-2021, 基盤研究(C), 
ニホンザルは洞窟を使って豪雪の厳冬期をいかに克服するか, 
(代表者) 柏木健司, (分担者) 高井正成, 辻 大和 (石巻専修大学)  
13. 2019-2021, 基盤研究(C), 
自発的相分離による有機イオン会合体相抽出／環境計測法の開発とオンサイト分析. 
(代表者) 波多宜子, (分担者) 佐澤和人 
14. 2019-2022, 基盤研究(C), 
重金属同位体を利用した森林生態系における大気沈着負荷量の推定と物質循環変動の解明, 




(代表者) 浦川梨恵子(一般財団法人日本環境衛生センターアジア大気汚染研究センター), (分担者) 太
田民久, 申基チョル(総合地球環境学研究所), 佐瀬 裕之(一般財団法人日本環境衛生センターアジア
大気汚染研究センター) 
15. 2019-2020, 若手研究,  
土壌を起源とする森林火災煙中の多環芳香族炭化水素類とその生態リスクの解明, 
(代表者) 佐澤和人 
16. 2019-2021, 若手研究, 
トカラ列島を中心とする火山活動の地球化学的解析と全球物質循環, 環境への影響の評価, 
(代表者) 鹿児島渉悟 
17. 2020-2023, 基盤研究(A), 
石筍とトゥファのレアアイソトープで復元する温暖期日本列島の高解像度気候記録, 
(代表者) 狩野彰宏(東京大学), (分担者) 柏木健司, 堀 真子(大阪教育大学), 仙田量子(九州大学), 坂井
三郎 (国立研究開発法人海洋研究開発機構), 奥村知世(高知大学) 
18. 2020-2022, 基盤研究(B), 
温暖化～成層強化による東シナ海外部陸棚域の低栄養化, 貧酸素化と生態系への影響評価, 
(代表者) 張 勁, (分担者) 郭 新宇(愛媛大学), 遠藤貴洋(九州大学) 
19. 2020-2023, 基盤研究(B), 
ウロコの同位体比を利用した、魚類の生活史推定手法の開発とその応用, 
(代表者) 太田民久 (分担者) 佐藤拓哉 (神戸大学), 末吉正尚(国立研究開発法人土木研究所) 
20. 2020-2024, 基盤研究(C), 
MRI(核磁気共鳴画像法)を用いた水に浸った雪粒子の急速成長過程の研究, 
(代表者) 竹内由香里 (国立研究開発法人森林研究, 整備機構), (分担者) 島田 亙, 荒川逸人(国立研究
開発法人防災科学技術研究所) 
21. 2020-2022, 基盤研究(C), 
森林の伐採が林冠の動植物群集に与える影響 ～屋久島のヤクスギ林を例として～, 
(代表者) 佐伯いく代 (筑波大学), (分担者) 太田民久, 石井弘明 (神戸大学), 東 若菜(神戸大学), 長田
典之(名城大学) 
22. 2020-2022, 基盤研究(C), 
2019年夏季に発生したアコヤガイ大量死は滑走細菌症か？-原因究明と診断法開発-, 
(代表者) 酒德昭宏, (分担者) 一色 正 (三重大学) 
23. 2020-2022, 基盤研究(C), 
七尾湾におけるトラフグの嗅覚による産卵場の選択に関する研究, 
(代表者) 上田 宏 (金沢大学), (分担者) 酒德昭宏, 糸井史朗(日本大学), 松原 創(金沢大学), 安東宏徳
(新潟大学), 鈴木信雄(金沢大学), 山本雄三(公益財団法人海洋生物環境研究所) 
24. 2020-2021, 挑戦的研究(萌芽) 
太陽系最古の生命の痕跡を探す 
(代表者) 佐野有司(東京大学), (分担者) 鹿児島渉悟, 伊規須素子(国立研究開発法人海洋研究開発機構), 
高畑直人(東京大学) 
25. 2019-2020, 文部科学省 研究成果展開事業研究成果最適展開支援プログラム(A-STEP) 
健康、農業、生態系に影響する大気バイオエアロゾルのモニタリングシステムの構築, 
(代表者) 田中大祐,  
26. 2018-2020, 国立研究開発法人新エネルギー, 産業技術総合開発機構(NEDO) 











(代表者) 青木一真,  
2. 富山湾河口域で選抜の有用微細藻を利用した商品化への検討, 
株式会社大林組, 
(代表者) 酒德昭宏,  
3. コメのカドミウム含量低減化に向けたHMA3遺伝子の発現解析と育種への応用, 
富山県, 
(代表者) 蒲池浩之,  
4. １級品真珠生産量増加と安定供給を目指したアコヤガイ殻黒変病の原因細菌特異検出法の開発, 
令和２年度(第３７回)公益財団法人富山第一銀行奨学財団, 
(代表者) 酒德昭宏,  
5. 七尾湾に特異的な底質環境の解析：海底堆積物中の溶存遊離アミノ酸の変動と微生物群集との関係, 
2020年度金沢大学環日本海域環境研究センター, 
(代表者) 酒德昭宏, (分担者)上田 宏, 松原 創, 鈴木信雄(金沢大学), 沖野龍文(北海道大学) 
6. 生態系間をつなぐ羽化水生昆虫の移動をSr同位体比により推定する, 
公益財団法人クリタ水・環境科学振興財団, 




(代表者) 太田民久,  
8. Quantification of the material transport between the Kuroshio and marginal seas using multiple 
tracers, 
弘前大学 被ばく医療総合研究所, 








(代表者) 太田民久,  
11. 地熱有効利用を目的としたスケールセンシングに関する技術指導, 
栗田工業(株), 
(代表者) 倉光英樹,  






(代表者) 鹿児島渉悟,  
13. マルチトレーサーによる縁辺海－黒潮間の物質輸送の定量, 
愛媛大学, 




(代表者) 青木一真,  
15. 九州大学応用力学研究所共同研究：代表「九州北部地方におけるエアロゾルの光学的特性の長期変動」, 
九州大学応用力学研究所, 
(代表者) 青木一真,  
16. 国際共同研究体制の構築：地球温暖化に起因する東シナ海の成層構造と物質循環の変化に関する研究, 
九州大学応用力学研究所, 
(代表者) 張 勁, (分担者) 遠藤 貴洋 (九州大学応用力学研究所) 
17. 根系の三次元形態の評価を通じた低重力植物栽培条件の最適化, 
宇宙航空研究開発機構(JAXA), 
(代表者)唐原一郎, (分担者) 蒲池浩之 
18. 積雪内における融雪水の非一様流下過程に関する研究, 
国立研究開発法人森林研究・整備機構, 
(代表者) 島田 亙,  
19. 雪えくぼの発生条件とその形状に関する研究(その２), 
国立研究開発法人防災科学技術研究所, 
(代表者) 島田 亙,  
20. 東シナ海外部陸棚域における貧酸素水塊の拡大とその生態系への影響, 
公益財団法人海洋化学研究所, 
(代表者) 張 勁,  
21. 放射性核種を化学トレーサーに用いた海底湧水による沿岸海域への水・物質輸送状況の解明, 
医療部門高度被ばく医療センター福島再生支援研究部, 




(代表者) 張 勁, (分担者) 長尾誠也 (金沢大学) 
■学術関係受賞 












 青木一真, 東京理科大学研究推進機構 客員教授 
 青木一真, 富山県山岳遭難対策協議会 理事 
 青木一真, 富山県環境審議会専門部会 専門員 
 青木一真, 富山県富山東高等学校自然科学コース発表会 審査委員 
 青木一真, 第８回北信越地区自然科学部研究発表会 審査委員 
 青木一真, 富山県高等学校自然科学部研究発表会 審査委員長 
 青木一真, 国立研究開発法人 宇宙航空研究開発機構「地球観測に関する科学アドバイザリ委員会」分
科会メンバー 
 青木一真, 富山県環境影響評価技術審査会 委員 
 青木一真, 金沢大学環日本海域環境研究センター 共同研究員 
 石井 博, 北海道大学 非常勤講師 
 太田民久, 日本生態学会大会企画委員会 シンポジウム部会員 
 柏木健司, 富山地学会 副会長 
 柏木健司, 富山県古生物研究会 副会長 
 柏木健司, くろべ水の少年団指導者協議会 くろべ水の少年団 第1回「結団式」講師 
 柏木健司, くろべ水の少年団指導者協議会 くろべ水の少年団 第2回「黒部川下流部調査など」講師 
 柏木健司, 富山市八尾化石資料館 海韻館 企画展「海の中の宝石－微化石：化石になったプランクト
ン－」展示協力(7月22日～8月31日) 
 柏木健司, くろべ水の少年団指導者協議会 くろべ水の少年団 第3回「黒部川中流部調査など」講師 
 柏木健司, くろべ水の少年団指導者協議会 くろべ水の少年団 第4回「黒部川上流部調査」講師 
 倉光英樹, 富山県環境審議会専門部会 専門員 
 倉光英樹, 富山市産業廃棄物処理施設審査会 委員 
 島田 亙 , 富山県総合雪対策推進会議 委員 
 島田 亙 , 富山県生活環境文化部自然保護課 立山地区雪崩安全対策研究会 委員 
 島田 亙 , 公益社団法人 日本雪氷学会 雪氷編集委員会 論文担当委員    
 島田 亙 , 公益社団法人 日本雪氷学会 雪氷物性分科会 監事 
 島田 亙 , 公益社団法人 日本雪氷学会 北信越支部 幹事 
 田中大祐, 公益社団法人日本水環境学会中部支部 役員(理事) 
 田中大祐, 日本水環境学会 2020年度委員 
 田中大祐, 富山県「消費・安全対策交付金」第三者評価委員 
 田中大祐, 富山県流域下水道指定管理者評価委員 
 田中大祐, 富山県衛生研究所 富山県安全監視委員会 委員 
 田中大祐, 金沢大学環日本海域環境研究センター教育関係共同利用拠点運営委員会 委員 
 田中大祐, 第8回 北信越地区高等学校自然科学部研究発表会 審査員 
 張 勁, 砺波市地下水・水質保全等検討委員会 委員 
 張 勁, 日本海洋学会 沿岸海洋研究会委員会 委員 
 張 勁, 公益財団法人とやま国際センター 日本海学推進機構 運営委員 
 張 勁, 富山テレビ放送株式会社 「海と日本PROJECT in 富山県」実行委員会 
 張 勁, 富山県 とやま21世紀水ビジョン推進会議 委員 
 張 勁, 日本学術会議 連携会員 
 張 勁, 富山県 富山県河川整備計画検討委員会 委員 
 張 勁, 長崎大学水産学部 附属練習船長崎丸共同利用運営協議会 委員 
 張 勁, 公益財団法人環日本海環境協力センター 理事 
 張 勁, 公益財団法人 国際エメックスセンター 派遣学生の選考ならびに指導(委員) 
 張 勁, 公益財団法人 国際エメックスセンター 科学政策委員会 委員 
 張 勁, 一般社団法人日本地球化学会 理事 




 張 勁,  SCOR(副議長) 
 張 勁,  IOC/WESTPAC WG06-Marginal Seas (議長) 
 張 勁,  Geochemical Society Nominations Committee委員 
 張 勁, 日本海洋学会 評議員 
 張 勁, 日本海学推進機構事務局 富山湾の魅力体験親子教室 講師 
 堀川恵司, 千葉大学大学院 非常勤講師 
 堀川恵司, 高岡高校(探究科学科)課題研究の指導助言 
 堀川恵司, 公益財団法人 とやま国際センター日本海学推進機構 富山湾の魅力体験親子教室 講師 
 横畑泰志, 一般財団法人自然環境研究センター 絶滅のおそれのある野生生物の選定・評価検討会哺
乳類分科会 委員 
 横畑泰志, 一般社団法人日本哺乳類学会 理事 
 横畑泰志, 一般社団法人日本哺乳類学会 「哺乳類科学」編集委員 
 横畑泰志, 一般社団法人日本哺乳類学会 哺乳類保護管理専門委員会 委員 
 横畑泰志, 一般社団法人日本哺乳類学会 分類群名・標本検討委員会 委員 
 横畑泰志, 一般社団法人日本哺乳類学会 哺乳類保護管理委員会レッドリスト検討作業部会 部会員 
 横畑泰志, 一般社団法人日本哺乳類学会 哺乳類保護管理委員会外来動物検討作業部会 部会員 
 横畑泰志, 日本野生動物医学会 評議員 
 横畑泰志, 一般社団法人日本生態学会 自然保護専門委員会 委員(寄生生物担当) 
 横畑泰志, 一般社団法人日本生態学会 自然保護専門委員会魚釣島問題アフターケア委員会 委員長 
 横畑泰志, 一般社団法人日本生態学会 自然保護専門委員会外来種問題検討作業部会 部会員 
 横畑泰志, 一般社団法人富山大学出版会 理事 
 横畑泰志, 富山大学生活協同組合 理事長 
 横畑泰志, アースデイとやま2020-2021実行委員会 実行委員長 
 横畑泰志, 特定非営利活動法人立山自然保護ネットワーク 理事長 
 横畑泰志, 日本科学者会議富山支部 幹事 
 横畑泰志, 全国大学生協連合会 全国教職員委員 
 横畑泰志, 大学生協事業連合 関西・北陸ブロック副理事長 
 横畑泰志, 大学生協事業連合 関西・北陸ブロック運営委員 
 横畑泰志, 一般社団法人環境市民プラットフォームとやま 理事 
 横畑泰志, 一般社団法人富山大学出版会理事 理事 
 
■学内運営, 学内活動 
 青木一真, 地域連携推進機構 生涯学習部門 公開講座専門委員会 委員 
 青木一真, 理学部 自己点検評価委員会 委員 
 青木一真, 理学部 広報委員会 委員長 
 青木一真, 理学部 広報委員会 高大連携部会 部会長 
 青木一真, 大学戦略支援室 室員 
 青木一真, 教育・学生支援機構教育推進センター学芸員養成科目専門会議 委員 
 青木一真, 富山大学・立山施設管理運営 
 石井  博, 理学部 学生生活委員会 副委員長 
 太田民久, 理学部 広報委員会 情報・広報部会 委員 
 太田民久, 理学部活動報告2020編集ＷＧ 委員 
 柏木健司, 教育・学生支援機構 アドミッションセンター会議 委員 
 柏木健司, 理学部 入試委員会 委員 
 柏木健司, 排水安全専門委員会 
 蒲池浩之, 研究推進機構 研究推進総合支援センター 自然科学研究支援ユニット 放射性同位元素実
験施設会議(６号委員) 
 蒲池浩之, 五福キャンパス放射線管理委員会(第２条第１号委員) 




 蒲池浩之, 理学部 教務委員会 委員 
 蒲池浩之, 理学部 教務委員会 教育実施部会 委員 
 蒲池浩之, 理学部 教育実習事前・事後指導 
 倉光英樹, 環境安全衛生マネジメント委員会 環境マネジメント部会 委員 
 倉光英樹, 環境安全衛生マネジメント委員会 化学物質管理部会五福キャンパス部会 委員 
 倉光英樹, 国際機構運営会議 
 倉光英樹, 理学部 国際交流委員会 委員長 
 倉光英樹, 理学部 自己点検評価委員会 委員 
 倉光英樹, 交換留学・海外派遣プログラム強化WG 
 酒德昭宏, ハラスメント相談員(男性) 
 酒德昭宏, 理学部 将来計画ＷＧ 委員 
 酒德昭宏, 理工学教育部修士課程理学領域部会教育委員会 委員 
 佐澤和人, 五福地区構内交通指導員 
 佐澤和人, 排水監視員 
 島田 亙 , 附属図書館運営委員会 委員 
 島田 亙 , 自然観察実習センター運営委員会 委員 
 島田 亙 , 立山施設 維持整備 
 田中大祐, 生物圏環境科学科長 
 田中大祐, 理学部 自己点検評価委員会 委員 
 田中大祐, 理学部 安全管理委員会 委員 
 田中大祐, 理学部 防火・防災対策専門委員会 委員 
 田中大祐, 遺伝子組換え生物等使用実験安全主任者 
 田中大祐, ファーマ・メディカルエンジニア養成プログラム実施委員会 委員 
 張 勁, 理工学教育部修士課程専攻主任 
 張 勁, 生物圏環境科学科 副学科長 
 張 勁, 理学部同窓会 学内理事 
 張 勁, 研究推進機構 研究推進総合支援センター 自然科学研究支援ユニット会議 
 堀川恵司, 理学部 就職指導委員会 委員 
 堀川恵司, 理学部 排水安全専門委員会 委員 
 横畑泰志, ハラスメント防止委員会 委員 
 横畑泰志, 五福地区安全衛生委員会 委員 
 横畑泰志, 動物実験委員会 委員 
 横畑泰志, 教育・学生支援機構 教職支援センター協力教員 
 横畑泰志, 理学部 教務委員会 委員 
 横畑泰志, 理学部 教務委員会 教育改善部会 委員 
 
■学士・修士・博士論文指導 
 学士  30名 
 修士  19名 
 博士 11名 
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2.3.4 理学部広報委員会 高大連携部会・・・136 
















教務委員会委員長 古田 高士 
1. 委員会開催日







第 3期 中期目標・中期計画の理学部令和2年度計画の実施 
[理 1:1-1] カリキュラムを改善する． 
・科目番号制（ナンバリング）について，ガイダンス等で学生に周知した． 
・学生のアンケート等に基づき，カリキュラムの改善を図った． 






























教育改善部会長 古田 高士 
1. 部会開催日
6 月 5日(第 1回)，7月 16日(第 2回)，8月 19日(第 3回)，10月 15日(第 4回)，11月 17日(第 5回)， 












































































































































2. 高等学校生徒・保護者の理学部訪問    

































・ひみラボにおいて，高校生を対象とした「遺伝子実験」を開催した（高校生対象： 月 〜 日）．
























広報委員会 情報・広報部会長 上田 肇一 
1. 理学部案内（スペクトラ）の作成（資料 1参照）




















ようこそ！富山大学理学部へ  1  
理学部入学者受入方針    2  
数学科      3  
物理学科      5  
化学科      7  
生物学科      9  
生物圏環境科学科    11  
教員研究テーマ    13  
RESEARCH TPICS   15 
研究者レポート    16  
入試情報     17 
理学部イベント情報   18 
データが語る富山大学理学部  19 
大学院と大学関連施設   21 
キャンパスライフ    23 
キャンパススケジュール   25 
スペクトラ 2021表紙と目次（右） 
















3. 令和 2年度入学試験委員会年間計画の作成 
審議のうえ，教授会に付議した案件 
・令和3年度入学者選抜要項(案) (4月13日)  
・令和3年度以降の特別入試（社会人入試）の募集要項人員変更 (5月18日)  
・令和3年度理学部第3年次編入学入学者選抜試験実施の延期 (5月18日)  
・令和3年度理学部総合型選抜学生募集要項（案）(5月18日)  
・令和3年度入学試験成績一覧表(案)及び電算処理仕様書(案) (5月18日)  





































7月 15日(月)14：45～16：15 会場：Zoom開催 
・岸本寿生(就職・キャリア支援センター副センター長) 「変化する就職環境とキャリアデザイン」 
・池本教授(理学部就職指導委員長) 「2019年度理学部卒業生・修了生の進路」 
・舟木智美氏(株式会社株式会社マイナビ)  「就職活動の状況とインターンシップについて」 
10月 14日(水)13：00～14：30 会場：理学部多目的ホール 
・村田恭平氏(株式会社リクルートキャリア)「富山大学理学部の皆さんへ 後期キャリアガイダンス」 
2. 理学部1年生を対象としたキャリアガイダンスの実施
4 月20日（月）から moodleによるオンライン配信 
１．就職支援課「富山大学の就職支援・キャリア支援について」 
２．舟木智美氏(株式会社株式会社マイナビ) 「1年生の心構え」 





7月 29日(水)14：45〜16：15，インターンシップ希望者に対するDVD 講習会を行い，理学部生 38





 松谷拓紀君 (大学院理工学教育部修士課程生物専攻) 
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委員会活動 
2.3.8 理学部学生生活委員会












第 1 回  4 月 15 日 第 4 回 10 月 29 日 
第 2 回  7 月 20 日 第 5 回 03 月 04 日 




















1 年生を対象とする上記の講演会は，令話元年度は大講義室を使用して 4 月上旬に開催したが，
今年度は新型コロナウィルスの影響のため，富山西警察署から提供いただいた防犯に関する講習ビデ
オ，および富山県消費生活センターから提供いただいた電子版資料をそれぞれ用い，Moodle を用いたオ
ンラインでの動画や資料の配信（オンデマンド受講）により実施した．令和 2 年 8 月 21 日から 10
月 1 日を受講期間として実施し，受講後にはレポートの提出を課した． 
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委員会活動 
５．留学生や障害のある学生に対する支援
学部及び大学院で修学する外国人留学生と学生生活委員会委員との懇談会を，令和 2 年 12 月 17
































第 1 回 4 月 3 日    
第 2 回 4 月 16 日〜22 日   
第 3 回 8 月 27 日    
第 4 回 9 月 3 日〜11 日   
第 5 回 10 月 12 日〜20 日 
第 6 回 12 月 3 日〜11 日 
第 7 回 3 月 24 日 













令和 3 年度海外留学支援制度（タイプ B）には，「アジアの環境課題に取り組むグローバル人材育
成 First Step プログラム」（理工，経済，都市）と「欧米諸国における持続型基礎研究留学プログラ




業に以下の 4 件の企画を申請し，2 件が採択された。令和 3 年度の外国人留学生支援事業への公募
に申請した。 
外国人留学生のための教育研究基盤経費（500 千円）  採択 
外国人留学生特別指導経費（250 千円）    採択 
外国人留学生の RA 経費の補填（500 千円）   不採択 
外国人留学生の就職支援旅費等の補助（250 千円）  不採択 
令和 2 年度「外国人留学生のためのオンライン富山大学説明会」に参加した．初めてのオンライ
ン開催であったが，例年よりも参加者が多かった． 
















web 会議用マイクスピーカー対応人数 8～40 人（YAMAHA 製 YVC-1000）を 2 台導入した。 
6．昨年度からの引き継ぎ課題および次年度への引継ぎ課題
マレーシア英語研修に関しては，全学の語学研修事業として国際機構の担当者へ協力しながら引
き継いでいく．これまで JASSO の支援を受け，実施してきた事業であるが，令和 3 年度が最後であ




































































(1) オンライン授業における「Moodleの使い方」「Zoomの使い方」などに関する情報交換会  (教務委
員会との合同FD) 




日時：令和 2年 7月 8日（水）13時 00分～13時 30分（オンライン開催） 
講師: 藤田教授 
(3) 大学院教育のアンケートによるフィードバック 
日時: 1月 20日（水） 







1/27(水) Raspberry PiとPython を用いた IoT実習（野崎） 
3/15(月) パソコン操作の基本からPython 入門まで（木村） 
3/16(火) Python，Excel によるデータの統計解析（栗本） 
3/17(水) Excelで学ぶデジタルフィルタ技術（野崎） 
3/18(木) Excelで学ぶ方程式の数値解の解法/最小2乗法（森脇） 
3/19(金) Raspberry Pi等を用いた実習成果発表会（森脇・野崎） 
各回, 数名から 20名の学生が参加した。参加学生にアンケートを実施し，それを元に来年度の本格実
施を検討する。 
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数学科 7 (1) 3  1    11 (1) 
物理学科 4 (1) 5  2 (1)    11 (2) 
化学科 4 3 3 1    11 
生物学科 5 3 3 3 (2)    14 (2) 
地球科学科 9 4  1    14 
生物圏環境科学科 6 (1) 4 1 2    13 (1) 







数学科 6       6 
物理学科 2       2 
化学科         
生物学科 1       1 
地球科学科 2       2 
生物圏環境科学科 2 1 (1)      3 (1) 






（教養教育院） 1       1 
  化学科 
(水素同位体科学研究ｾﾝﾀ )ー 2 2 1 1    6 
地球科学科 
(極東地域研究ｾﾝﾀ )ー         
生物圏環境科学科 
(極東地域研究ｾﾝﾀ )ー 1       1 
計  4 2 1 1    8 
理工系事務部(理学部事務室)      10 (4) 2 (1) 12 (5) 
合  計  52 (3) 25 (1) 8 11 (3)  10 (4) 2 (1) 108 (12) 
（注1）( )は女子で内数．          
       
 




■理学部      令和2年5月1日現在 
学  科 入学定員 収容定員 
現 員 
1年次 2年次 3年次 4年次 計 
数学科 50 200 51(7) 50(5) 60(13) 51(12) 212(37) 
物理学科 40 160 42(1) 42(7) 58(8) 34(7) 176(23) 
化学科 35 140 37(15) 38(17) 44(11) 34(8) 153(51) 
生物学科 35 140 37(14) 37(11) 41(13) 40(19) 155(57 
地球科学科 － 40 － － 9(2) 39(11) 48(13) 
生物圏環境科学科 30 120 30(9) 30(11) 36(18) 33(14) 129(52) 
合  計  
190 
※4 
808 197(46) 197(51) 248(65) 231(71) 873(233) 
（注1） 現員の( )は女子で内数． 
（注2） ※は，3年次編入学定員で外数． 
      
       
 
 
■大学院     
課程/専攻 入学定員 収容定員 
現 員 




数学専攻 8 16 5(0) 8(1) － 13(1) 
物理学専攻 12 24 9(2) 16(3) － 25(5) 
化学専攻 12 24 13(2) 18(3) － 31(5) 
生物学専攻 12 24 15(2) 15(7) － 30(9) 
地球科学専攻 10 20 10(1) 12(5) － 22(6) 
生物圏環境科学専攻 10 20 9(2) 9(5) － 18(7) 
計  64 128 61(9) 78(24) － 139(33) 
理工学教育部 
博士課程※  
数理･ヒューマンシステム科学専攻 5 15 12(5) 4(2) 7(2) 23(9) 
ナノ新機能物質科学専攻 4 12 6(0) 9(3) 8(2) 23(5) 
新エネルギー科学専攻 3 9 2(1) 7(0) 1(1) 10(2) 
地球生命環境科学専攻 4 12 2(1) 5(0) 5(3) 12(4) 
計 16 48 22(7) 25(5) 21(8) 68(20) 
生命融合科学教育部 
博士課程※ 
生体情報システム科学専攻 4 12 3(0) 3(0) 4(0) 10(0) 
先端ナノ・バイオ科学専攻 4 12 1(1) 2(0) 2(2) 5(3) 
計 8 24 4(1) 5(0) 6(2) 15(3) 
（注1） 現員の( )は女子で内数． 
（注2） ※は，工学系，医学系の学生を含む． 
      
       
 






























数学科                
物理学科          1  1 1  1 
化学科                
生物学科                
地球科学科                
生物圏環境科学科                















数学専攻                
物理学専攻                
化学専攻          1  1 1  1 
生物学専攻          1  1 1  1 
地球科学専攻          1  1 1  1 
生物圏環境科学専攻          4  4 4  4 






数理･ヒューマンシステム科学専攻                
ナノ新機能物質科学専攻                
新エネルギー科学専攻                
地球生命環境科学専攻                






生体情報システム科学専攻                
先端ナノ・バイオ科学専攻 1  1          1  1 
計 1  1          1  1 
計 1  1       8  8 9  9 
（注） ※は，理学系の学生のみ．            
            
 
国・地域別外国人留学生数 
国・地域名 国 費 県 費 外国政府 私 費 合 計 
中国    6 6 
タイ       
ベトナム       
バングラデシュ 1    1 
インドネシア    1 1 
ラオス    1 1 
韓国      
計 1   8 9 




■理学部        令和3年3月31日現在 
学科名 












職希望者数 ④ 計 県内 県外 
数学科 
男 39 13 10 3  21 21 7 14 100.0 
女 10     9 9 1 8 100.0 
計 49 13 10 3  30 30 8 22 100.0 
物理学科 
男 27 13 10 3  13 12 4 8 92.3 
女 7 4 3  1 2 2 1 1 100.0 
計 34 17 13 3 1 15 14 5 9 93.3 
化学科 
男 24 15 15   9 8 3 5 88.9 
女 8 4 4   4 4 3 1 100.0 
計 32 19 19   13 12 6 6 92.3 
生物学科 
男 19 10 10   8 7 3 4 87.5 
女 18 10 9 1  6 6 2 4 100.0 
計 37 20 19 1  14 13 5 8 92.9 
地球科学科 
男 25 11 10 1  13 13 4 9 100.0 
女 11 1 1   10 10 3 7 100.0 
計 36 12 11 1  23 23 7 16 100.0 
生物圏環境科学科 
男 17 10 9 1  7 7 4 3 100.0 
女 13 6 5 1  6 6 4 2 100.0 
計 30 16 14 2  13 13 8 5 100.0 
合  計 
男 151 72 64 8  71 68 25 43 95.8 
女 67 25 22 2 1 37 37 14 23 100.0 
計 218 97 86 10 1 108 105 39 66 97.2 
（注1）富山大学大学院 理工学教育部への進学者数． 
（注2）富山大学大学院 理工学教育部以外の大学院への進学者数． 
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資料
■大学院 理工学教育部 修士課程（理学領域）    令和3年3月31日現在 
専攻名 











職希望者数 ④ 計 県内 県外 
数学専攻 
男 7     6 6 3 3 100.0 
女 1     1 1 1  100.0 
計 8     7 7 4 3 100.0 
物理学専攻 
男 13     12 10 1 9 83.3 
女 3     3 3  3 100.0 
計 16     15 13 1 12 86.7 
化学専攻 
男 13 1 1   11 11 3 8 100.0 
女 3     3 3  3 100.0 
計 16 1 1   14 14 3 11 100.0 
生物学専攻 
男 7     6 6 2 4 100.0 
女 6     6 6 1 5 100.0 
計 13     12 12 3 9 100.0 
地球科学専攻 
男 7 1 1   5 5 1 4 100.0 
女 5 1 1   4 4  4 100.0 
計 12 2 2   9 9 1 8 100.0 
生物圏環境科学専攻 
男 4 1 1   3 3 2 1 100.0 
女 4     4 4 2 2 100.0 
計 8 1 1   7 7 4 3 100.0 
合  計 
男 51 3 3   43 41 12 29 95.3 
女 22 1 1   21 21 4 17 100.0 
計 73 4 4   64 62 16 46 96.9 
（注1）富山大学大学院 理工学教育部への進学者数．（注2）富山大学大学院 理工学教育部以外の大学院への進学者数． 
  
■大学院 理工学教育部 博士課程    令和3年3月31日現在 
専攻名 





望者数(注2) ③ 計 県内 県外 
数理・ヒューマンシステム科学専攻 
男       
女       
計       
ナノ新機能物質科学専攻 
男 2 2 2 1 1 100.0 
女 1 1 1  1 100.0 
計 3 3 3 1 2 100.0 
新エネルギー科学専攻 
男       
女 1 1 1  1 100.0 
計 1 1 1  1 100.0 
地球生命環境科学専攻 
男       
女       
計       
合  計 
男 2 2 2 1 1 100.0 
女 2 2 2  2 100.0 
計 4 4 4 1 3 100.0 
（注1）9月修了を含む．（注2）社会人ドクター（既就職者）は除く． 















































(理学領域) 56 53 94.6 71 68 95.8 65 65 71 71 71 100.0 64 62 96.9 
博士課程 14 14 100.0 11 11 100.0 7 6 85.7 8 7 87.5 4 4 100.0 
（注）大学院には理工学研究科を含む． 
 
4.6 過去5年間の教員免許状取得者数及び教員就職状況  
 
学科名 






































 数学科 20 3 15.0 26 12 46.2 19 10 52.6 26 13 50.0 23 10 43.5 
 物理学科 14 3 21.4 12 4 33.3 1   7 3 42.3 9 2 22.2 
 化学科 2 1 50.0 6 2 33.3 3   3   6   
 生物学科 6   5   7 1 14.3 9 1 11.1 8 2 25.0 
 地球科学科 7   3 1 33.3 5 1 20.0 6 2 33.3 2 1 50.0 
生物圏環境科学科 1   6 1 16.7 4   2   5 1 20.0 








学科名 人数 時間数（h） 一人当たりの平均時間（h） 
数学科 5 138 27.6 
物理学科 20 729 36.45 
化学科 27 373 13.81 
生物学科 42 404 9.62 
地球科学科 4 83 20.75 
生物圏環境科学科 17 186 10.94 
合  計 115 1913 16.63 
（注1）9月修了を含む．（注2）社会人ドクター（既就職者）は除く． 
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数学科 29 120 45 4.1 116 32 30 15 213 14.2 114 18 14 
物理学科 
ａ 13 14 6 1.1 14 13 12 
14 213 15.2 105 21 19 b 8 77 26 9.6 71 10 9 
小計 21 91 32 4.3 85 23 21 
化学科 
ａ 17 24 7 1.4 23 21 20 
7 78 11.1 24 10 7 b 6 20 6 3.3 18 9 8 
小計 23 44 13 1.9 41 30 28 
生物学科 24 39 15 1.6 37 28 25 7 163 23.3 75 8 8 
生物圏環境科学科 
ａ 14 22 6 1.6 22 18 18 
3 65 21.7 65 3 2 b 10 137 52 13.7 129 12 12 
小計 24 159 58 6.6 151 30 30 

























数学科 6 24 4 24 8 8  物理学科 5 8 8 5 5 
化学科 5 3 0.6 3 2 2  生物学科 4 4 4 3 3 
合  計 11 27 2.5 27 10 10  生物圏環境科学科 3 8 8 1 1 
        合  計 12 20 20 9 9 
              
           





















数学科 若干名 0 － － －  数学科 若干名 0 － － － 
物理学科 若干名 0 － － －  物理学科 若干名 0 － － － 
化学科 若干名 0 － － －  化学科 若干名 0 － － － 
生物学科 若干名 0 － － －  生物学科 若干名 1 1 0 0 
生物圏環境科学科 若干名 0 － － －  生物圏環境科学科 若干名 0 － － － 














数学科 若干名 0 － － － 
物理学科 若干名 1 0 0 0 
化学科 若干名 1 0 0 0 
生物学科 若干名 1 1 1 1 
生物圏環境科学科 若干名 0 － － － 
合  計 若干名 3 1 1 1 
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■理学部第3年次編入学 
学科名 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 
物理学科 1 1 1 1 1 
化学科 1 1 1 1 1 
生物学科 1 4 4 1 1 
生物圏環境科学科 1 5 5 1 1 
合  計 4 11 11 4 4 
 
 
■大学院 理工学教育部 修士課程（理学領域） 
専攻名 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 
数学専攻 8 13（0） 11（0） 10（0） 10（0） 
物理学専攻 12 20（0） 19（0） 14（0） 13（0） 
化学専攻 12 19（0） 19（0） 19（0） 19（0） 
生物学専攻 12 21（0） 20（0） 19（0） 19（0） 
地球科学専攻 10 19（0） 19（0） 14（0） 11（0） 
生物圏環境科学専攻 10 19（1） 19（1） 19（1） 16（1） 




■大学院 理工学教育部 博士課程 
専攻名 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 
数理・ヒューマンシステム科学専攻 5 6（4） 6（4） 6（4） 5（4） 
ナノ新機能物質科学専攻 4 8（4） 8（4） 8（4） 7（4） 
新エネルギー科学専攻 3 1（0） 1（0） 1（0） 1（0） 
地球生命環境科学専攻 4 3（0） 3（0） 2（0） 2（0） 




■大学院 生命融合科学教育部 博士課程 
専攻名 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 
生体情報システム科学専攻 4 1（0） 1（0） 1（0） 1（0） 
先端ナノ・バイオ科学専攻 4 1（1） 1（1） 1（1） 1（1） 
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